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一章　偽王女












　いつまでも、見ていた。

　性急に腕を引かれ、頭を抱えこまれたときも。抱きこまれて地面に伏せたときも。続く襲撃から守るために、広い背中に庇かばわれたときも。

「アマンダ殿下！　お怪我は？」

「わたくしはなんともない。カイは？」

　鋭く眇すがめられた、夜の底みたいな目ににじむ心配の色。常に冷静沈着な彼らしく、隙すきなく着こなした黒い騎士服からのぞく太い首と男らしい喉仏。綺麗な額にかかる一筋の黒髪。寄りかかってもびくともしないだろう、たくましい腕。

「俺のことはどうでもいいです。……殿下がご無事でよかった」

　三み月つき後にはアマンダ王女について異国へ行ってしまうカイザルトを、アマンダと呼ばれたイルセはいつまでも見ていた。










　白亜の城は秋も半ばを過ぎて赤や黄色に色づいた木々に囲まれ、あでやかとでも言うべき姿を誇る。リッセンは国土の大半が緑に覆われた王国だが、なかでも王城は山の中腹に建てられているため、緑豊かだ。

　イルセは王女の私室の前で侍女と別れると、淡い水色のシルクサテンにレースをあしらったドレスからモスグリーンのお仕着せに着替え、衣装部屋のさらに向こうへと続く内扉を開けた。

「ご苦労だった、イルセ。修道院への慰問は無事に終えられたか？」

　隠し部屋から出てきたのは、緩やかなウエーブを描くまばゆい金髪と、晴天の海を思わせる蒼あおの瞳を持つ十六歳のアマンダだ。本物のリッセン国王女である。

　イルセは三年前から、二歳下であるアマンダの替え玉を務めていた。

「殿下、今日は矢が飛んできました。カイザルト様が防いでくださいましたし、矢の先は丸く削られていて、今回も悪戯いたずらみたいでしたが」

　アマンダがラベンダーのドレスの腰に手を当てて唇を歪めた。

「犯人は？」

「残念ながら、捕まえられませんでした」

「またか。捕まえたら東の塔から逆さに吊して、烏の餌にしてやる……！　それにしても、おまえはやけに落ち着いているな。おまえになにかあったら、わたくしは犯人を丸焼きにしても足りないというのに」

　愛らしい見た目と裏腹に豪胆な王女の目を正面から受け止め、イルセははにかんだ。知らない者が見ても、はっと心をつかまれるような笑みである。

「落ち着いてなど……怖かったですよ。でも、私は殿下をお守りしたくて城に上がりましたから。今日もお守りできたので成功です」

「おまえの笑顔を見ると毒気が抜かれるが、おまえはブレないな」

「ありがとうございます。実際にはカイザルト様のおかげですけれど」

「む。カイが護衛騎士として優秀なのは認める。あれも昔からブレないやつだ……が」

　今年で二十五歳になるカイザルト・マティセンは、東方騎士団への入団から四年、中央騎士団を経て弱冠二十歳で王女の専属護衛騎士の任についた。身体能力もさることながら、とっさの判断も冷静かつ正確で頭脳派でもある。リッセンでも最強を誇る騎士である。

　加えて、際立った容姿を持つ伯爵家の次男とあっては、若い女性に人気があるらしいのもうなずけた。

　そのカイザルトにも、王女の替え玉の存在は知らせていない。ある事情により、替え玉の件は国王とアマンダ、そして彼女の筆頭侍女であるメリエルだけが知る秘密だった。

「あれの欠点は可愛げがないことだな。堅物で小うるさい。教師みたいでかなわん」

　カイザルトは、仕事中毒といってもよいほど職務のことしか頭になかった。女性に人気があるわりに浮いた噂がないのも、そのせいである。

　イルセは微笑むに留めてお仕着せにエプロンをつけ、チェストの一番上の引き出しから銀の指輪を取りだした。

　ぐるりと文字が刻まれただけの、一見なんの変哲もない指輪である。イルセがそれを左手の薬指に嵌めると、アマンダが豊かな金髪を揺らして感嘆の息を漏らした。

「何度見ても、わたくしには指輪ひとつでなにが変わったのかさっぱりわからんな」

「殿下には通用しませんから」

　イルセは、ひたむきな意志を秘めた琥珀色の目をやわらげると、仕上げにその笑みにも通じるふわりとした栗色の髪をキャップに押しこめて部屋を辞した。

　その顔かたちも声も、替え玉でありながらアマンダとは似ても似つかない。










　地下二階の使用人向けの食堂の奥にある厨房に入ると、同僚のターラが二の腕の肉を揺らしながら、スープの大鍋をかき混ぜていた。イルセも隣に立ち、じゃがいもの皮を剥きにかかる。替え玉を務めるかたわら、厨房で働いているのである。

「みんな明後日の準備にとられて、こっちはてんてこまいだよ。エンゲルフトの婚約者様はもういらしたのかい？」

「当日の朝にお着きになるそうですよ」

　明後日は、国王の在位十周年記念の祝賀行事が開催される。しかもアマンダとエンゲルフトの王弟が婚約以来、初めて顔を合わせる場でもあるとあって、城中が興奮に包まれていた。

「いよいよ婚礼まで残り三ヶ月を切ったんだねえ。めでたいけど寂しいもんだ。ルーク王太子殿下はまだ十歳で頼りないし。こうなったら、せめて殿下と婚約者のラン……なんだっけ？」

「ランヴァルド殿下です。あ、じゃがいも、ソテーしますね」

　片手鍋にバターを落とす。じゅうという音と共に匂いが立ったところに、一口大に切ったじゃがいもを入れて強火で炒める。その隣で肉を焼き、ソースを絡める。

「そうそう、それ。ランヴァルド殿下とのダンスをあたしも拝みたいものだよ」

　ターラの話を聞きながら、イルセはハーブと香辛料でじゃがいもの味をととのえ、肉と共に皿に盛る。同時にオーブンから焼き上がったばかりのパンを取りだし、具だくさんのスープもてきぱきとよそう。

「あんたは働き者だねえ。明後日も手を借りたかったよ」

「すみません、明後日は別の仕事が入っているんです」

「いいさ、その分今日はよろしく頼むよ」

　祝賀行事では、イルセが舞踏会に出席するのである。替え玉の緊張とは別でそわそわしている自分に気づき、イルセは顔を赤らめた。

　明後日、またカイザルトに会えるのだ。






　　　　　＊






　祝賀行事の当日、イルセはカイザルトを従えて「王女の間」へ向かっていた。これから晩餐会が開かれるのである。一歩踏みだすごとに、たっぷりとドレープをとった艶美なボルドーのドレスの裾が優美に揺れた。

「お疲れですか？　殿下」

「カイ。いや……少々、緊張するだけだ」

　アマンダとして振る舞うときは、イルセも彼女にならって「カイ」と呼ぶ。当然ながら、口調もアマンダのそれだ。

「カイはランヴァルド様をどう思う？」

　祝賀行事のうち、賓客との謁えっ見けんはアマンダがすでに終えている。ランヴァルドとの挨拶も済ませたはずだった。

「謁見で拝見した限りでは、剣に関しては相当の使い手でしょうね。彼と手合わせをすれば、俺も無傷ではいられないでしょう」

「わたくしは人柄について尋ねたのだが」

「かの御方が非道な悪漢でも、俺が御身をお守りしますから心配無用です」

「かえって先行きが心配になる。そうではなく、もっとこう……え、カイっ？」

　声が裏返った。だしぬけにドレスの裾を持ちあげられ、片膝をついたカイザルトに足首の上をつかまれたのである。

「これ、先日のですか？」

　カイザルトが右のくるぶし辺りを指す。そこだけ白の絹靴下が当て布の形に盛り上がっていた。襲撃から身を守った際に捻ひねったのである。

　アマンダにも気づかれなかったのに、まさかカイザルトに気づかれるとは思わなかった。

「たいしたことはない」

　カイザルトが眉をきつく寄せ、首を横に振った。

「舞踏会は欠席なさいませ」

「歩くのに支障はない」

　ところが、イルセが足を引こうとするより先に、足首をつかまれた。

「いいえ、痛むはずです。俺が事情を説明しますから。殿下はお休みください」

「カイっ？　放せ」

　うろたえるも、カイザルトは真剣な表情を崩さない。

「殿下が欠席なさるなら放します」

「カイ……！　やめてくれ、わたくしにも責務がある」

「はっ。……失礼しました」

「謝罪はいいから、まず手を……」

「手？」

　頬が熱くなっていくのがわかる。意識したら呼吸も乱れてしまい、誰もいないのに声をひそめる。

「放してくれ、足の……」

　目線を下げると、カイザルトも下を見た。

「……申し訳ございません」

　手を放して立ちあがったカイザルトは、動揺のおさまらないイルセと反対にどこまでも平静さを崩さない。

「ですが、次からは怪我をなさったら必ずその場でおっしゃってください。必ずです。それから今日はあまり動かれませんように。殿下の御身になにかあれば、俺は城壁から飛び降りて謝罪します」

「わたくしの夢見を悪くするつもりか。考えを改めてくれ」

　ぎくしゃくとドレスの裾を直すと、カイザルトが一歩下がって声を落とした。

「いいえ。殿下のお命より大事なものはございませんので。殿下は、かすり傷ひとつでも負われることは許されません」

　堅物で融通がきかない。カイザルトはアマンダへの忠誠心の塊だと思う。

「……気をつける。カイにはいつも助けられているものな。礼を言う」

　硬く大きな手に触れられた足首が、じんと熱を持っている。

　胸の奥に秘めた気持ちが疼きそうになるのを、イルセはぐっと堪こらえた。この気持ちを外に出すつもりはなかった。

　カイザルトとは身分が違う。でも、そのせいだけじゃない。

　イルセは異能持ちだから。










　イルセには生まれつき、自分の姿を相手の思うとおりに見せるという能力があった。いわゆる異能者である。

　イルセ自身が「変身」するのではなく、相手を幻惑する。相手が正しくイルセだと認識しない限り、その者の目にはその者がこうと思いこんだ者の像が映るのである。声もその者の声で再生される。

　だからイルセが王女の格好をすれば、城の人間の目には顔かたちも王女として映る。イルセを知る者がいたとしても、替え玉の事情を知らなければ王女の服を着た娘をイルセだと断じるのは不可能に近い。イルセをイルセだと即答できるのはアマンダだけである。

　イルセは指輪のない左手をこっそり見やる。両親の形見の指輪には、異能を押さえる力があった。指輪を嵌めれば間違えられない。ほんとうの自分の姿を留めておける。

（私が普通のひとでいられるのは、指輪のおかげ。でも今は、アマンダ殿下だから）

　晩餐会を終え、舞踏会の会場である大広間に足を踏み入れる。王女の登場と共に華やかな音楽が流れ、宴はたちまち賑やかさを増した。

　まずは、ランヴァルドとのダンスである。イルセは曲の始まりに合わせてランヴァルドと大広間の中央に出た。

　ランヴァルドは翠すい色しょくの目に亜麻色の髪を持つ、いかにも軍人といった体格の大男だった。国王軍の元帥であるのも納得である。細身の体躯を生かしてしなやかに戦うカイザルトとは違い、力でねじ伏せるタイプだろうか。などと考えつつ、叩きこまれた教養を駆使してステップを踏んでいると、ランヴァルドがぼそりと零した。

「あの男には苦戦を強いられるだろうな」

　視線を追うと、隅に控えるカイザルトに行き当たった。腕組みをして広間全体に油断なく視線を配っている。

「俺があなたに害をなそうものなら、この距離でもあの男に防がれそうだ」

「カイザルトも、ランヴァルド様のことを同様に申しておりました。輿入れにはあの者も連れていきますので、よろしくお願いしますね。来月の訪問も、楽しみにしております」

　演奏が終了して王族用にもうけられた壇上の席に戻ると、ほどなく次の曲と同時に招待客が踊りだす。その様子を眺めていると、目の前にシャンパングラスが突きだされた。

「飲むといい」

　酒場を営む叔父夫婦の元で育ったことが関係するわけでもないが、イルセはお酒に強い。しかし、とっさに返事できなかった。アマンダは、ひと口飲めば顔が真っ赤になるのである。

　とはいえ、ほかでもない婚約者であり、他国の王族であるランヴァルドの勧めである。アマンダならどうするだろうかと返事を考えあぐねていると、横から伸びてきた手にグラスを取りあげられた。

「殿下、お控えくださいませ」

　カイザルトがそう言うなり、グラスの中身をひと息にあおる。

「ランヴァルド殿下、アマンダ殿下はお酒を嗜たしなまれません。ご承知いただけますよう」

「なるほど。アマンダ、君の番犬はよく躾けられているのだな」

「カイザルトは職務熱心なのです。お許しください」

（いくら私に飲ませないためだからって、飲まなくても……しかも一気飲みなんて）

　イルセは、カイザルトが酒を好きなわりに弱いのを知っていた。まだ城に上がる前に、酔い潰れたカイザルトを見たことがあるのだ。しかも彼はただ弱いだけではなかった。

「少し外の風に当たってきます。カイ、護衛を」

　途中、通りがかった給仕に水を頼み、イルセはカイザルトを連れてバルコニーに出た。肌寒い夜風が火照った肌を滑り、背中越しに舞踏会のざわめきが聞こえてくる。そこにほどなくして、すすり泣きがまじった。

「殿下にお酒を強制するとは……リッセンを見下すも同然です……」

　ちらりと隣をうかがうと、普段は怜悧な目がとろんと潤んでいる。鼻をすする姿も、普段の隙のない様子とは大違いだ。

（あ……やっぱり）

　カイザルトは泣き上戸なのである。

　出会った十一歳のときもそうだった。そのときは泣いた理由が理由だけに、彼が泣き上戸だとは気づかなかった。気づいたのは翌年になってからだ。それから何度か、酔って泣くカイザルトを見てきた。

「あれは無体とおなじです……俺がいながら、暴ぼう虐ぎゃくを許してしまいました……っ」

「言葉が穏やかではないな？　カイ、落ち着け」

　落ち着くどころか、カイザルトはいっそう泣きだす。

「さしあたって、護衛を倍に増やさなければおさまりません……っく……エンゲルフトへの抗議の書状も必要ですね……殿下の輿入れ後は、王城内での飲酒を禁止させましょう。違反者は、水責めの刑で……殿下に酒を勧めたやつは、溺れて死ねば――」

　不穏な内容と反対にその表情は普段は決して見られない無防備なもので、不覚にも胸がざわめいた。イルセははっと口元を引き締める。

　そのうち、量が少なかったのもあってか、カイザルトの声は小さくなった。

「……カイ、落ち着いたか？　気分はどうだ？」

　ハンカチを渡すと、カイザルトはばつが悪そうに受けとって目元に当てる。続いて給仕から受けとったグラスの水をひと息にあおった。

「申し訳ありません、殿下。己の未熟さがお恥ずかしい限りです……。しかも俺としたことが、殿下に椅子も勧めず失礼しました。足の調子はいかがですか？」

「気にするな。わたくしはなんともない」

「隠しておられませんか？　無理なさっていたら、承知しません」

「誓って真実だ。それよりそろそろ戻って踊らないと、周りに要らぬ不審を抱かせる」

　笑って返すと、酔っていたとは思えない真剣な目で、手を差しだされた。

「では……殿下、俺と踊っていただけませんか？」

「えっ？」

「ほかの方が相手では、殿下はさきほどのように無理をなさるでしょう。俺が相手なら、少しは足も気も楽にして差しあげられます」

「……そういうこと」

　苦笑の下に落胆を押し隠して手を出す。そっと腕に回された手は、淡々とした口調と裏腹に優しかった。カイザルトは、大切なひとをとことん大事にする男なのだろう。

　胸の疼きをごまかして大広間へ戻れば、イルセが位置につくのを見計らったように、ゆったりとした調子の曲が始まる。

　貴族なのを差し引いても、カイザルトのリードは申し分なかった。ちょっとした目の動き、触れた手にこめられる力加減だけで、次にどう動けばいいか考えなくても身体が自然と動く。

（それに……痛くない）

　捻った足に負担がかからないよう、さりげなくサポートされているのに気づいたら、周りの音が耳に入らなくなった。

　感じるのは、カイザルトの息遣いや、腰をホールドする腕の力強さだけ。

　抱きしめられそうに近い距離をいやがおうでも意識して、肌がじわりと火照る。ぽつりと言葉が零れ落ちた。
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「……このまま踊っていたい」

「いけません、殿下。御身を大事になさるべきです。これが終わったら今夜は下がってください」

　心なしか腰に回った手にぐっと力がこもり、切れ長の目が優しく緩む。ともすれば勘違いしそうになる。

　でもこれは、曇りのない忠誠心からだ。カイザルトの忠誠心はときにひどく重いから、イルセ自身がとても大切なもののような錯覚を起こしてしまうだけで。

　イルセは口をつぐんでカイザルトのステップに合わせる。

　足なんて大して痛くない。たとえ痛んでも、カイザルト様が相手ならずっと踊っていたい――というつぶやきは、心の底に沈めておいた。






　　　　　＊






　それからひと月して、リッセンからエンゲルフトまで、街道に沿って西に馬車を走らせて十日ほどだろうか。

　騎馬であれば一週間もかからないが、王女を乗せた馬車は余裕を持たせた行程を組んである。道中は襲撃に備えてアマンダとイルセがたくみに入れ替わり、無事にエンゲルフトへの入国を果たした。婚礼の打ち合わせも兼ねて招待されたのである。

　エンゲルフトの王城は質実剛健という言葉さながらのいかめしい外観だった。堅牢そうな石でできた三重の城壁、それから数多くもうけられた見張り窓や、矢を射るための小窓。さすが軍事国家であり、牧歌的な雰囲気の漂うリッセンとは対照的である。

　イルセは国王および、ランヴァルドとの謁見を終え、ひとまず与えられた客間で休憩をすることになった。

「殿下、お待ちください。調べます」

　部屋に入るなり、カイザルトが寝台の中や下はもちろん、窓、壁に掛けられた肖像画の裏、棚の中などありとあらゆる場所を暴いていく。生けられた花に異常がないかたしかめ、花器をひっくり返して水をバルコニーにぶちまけるまでは口を出さずにいたが、とうとう絨毯も剥はぎ始めたところで、イルセはさすがに止めに入った。

「そこまで見なくても。招待しておいてこの部屋で命を狙うなんてことはないだろう。やりすぎではないか？」

「念には念をと言うでしょう。これ以上の後悔は御免ですので……後悔は二度もすれば、じゅうぶんです。殿下になにかあれば、妹にも顔向けできない」

　ひとつはわからないが、もうひとつは八年前に亡くした妹の死に目に会えなかったことを指すのだと、すぐにわかった。彼の妹はアマンダに憧れており、カイザルトが騎士になったのも彼女の願いを叶えるためだ。カイザルトが忠誠心と一括りで言うには重すぎる態度を示すのは、その妹の望みによるところでもある。

「わたくし思いの妹君だものな」

「一国の姫が異国の男に攫さらわれるという物語を読んでからは、殿下が攫われるのを阻止してくれと、本気で頼まれましたよ。全十三巻の最後まで読めば、その異国の男が実は王子でふたりは幸せに暮らした――というオチでしたが」

「十三巻、ぜんぶ読んだのか」

　はい、とカイザルトが決まり悪げに返す。

「姫の不遇が耐えられないから代わりに読んでくれと頼まれまして。三日かけて読破しました」

　溺愛していたのがうかがえる目でカイザルトはそう言うと、一転して表情を引き締めた。

「というわけで、すべて検あらためさせていただきます」

　カイザルトが部屋の検分を再開する。その様子を眺めながら、イルセはカイザルトが妹について語った七年前――出会った日のことを瞼の裏で思い返した。
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「イルセ。もう上がっていいぞ」

　酒場の裏口から顔を出した叔父に「はーい」と返事をして、イルセは雪かきの道具を片づけた。

　王都の平民街は、騎士団のなかでも精鋭ぞろいの中央騎士団の管轄下にあるためか治安は比較的よく、夜の九時を越えても賑やかだ。特に、春しゅん陽よう祭さいの日とあっては、どこもかしこも明かりが煌こう々こうと輝き、道行く者の顔からも心を弾ませているのが伝わってくる。イルセもこの日だけは、日が暮れても店に出ることを許されていた。

　かじかんだ手に白い息を吹きかけて戻ると、嗅ぎ慣れたシチューの匂いが店じゅうに漂っていた。イルセも厨房に立ち、山積みになった食器を手早く洗う。

「おう、もうそっちはいいから二階に上がりな。子どもはそろそろ寝る時間だ」

　酒場の二階が叔父夫婦とイルセの住まいである。イルセはむぅとむくれた。

「おじさん。私、もう十一になったんだよ？　まだ眠くない」

「十一はまだケツの青いガキだってんだ。遅くまで働かせちまったら、おまえの親に申し訳が立たねえ」

　両親はイルセが赤子のときに他界したため、イルセにとって親といえば叔父夫婦だ。

　そのことを不幸に思ったことはない。むしろ、イルセの異能を知りながら気味悪がらずに引き取ってくれた叔父夫婦には感謝しかない。

　この能力を好きではないものの、生まれ持った以上は否定せずにできることをすると決めたのは、まだ七つにもならないころだった。イルセが穏やかそうな外見に似合わず替え玉をするほどの度胸を身に着けたのは、早いうちから異質な自分と向き合ってきたからでもある。

　それに変な気を起こさず、指輪を外さなければ問題ない。とはいうものの、指輪がイルセにはまだ大きく、外れやすいのが困りものだったが。

「さ、行った行った。っと、その前にこいつをあちらさんに持っていってくれるか？」

　叔父の視線を追うと、ひとりの男がカウンターに片肘をつき、頭をその手のひらの上に載せていた。厨房からではよく見えないが、頭が揺れているから。だいぶ酔っているらしい。イルセは渡されたレモン水を手に、男の隣の席に腰かけた。

　中央騎士団所属であることを示す紺色の上着が、隣の椅子に脱ぎ捨てられている。白いシャツ一枚の男が身じろぐにつけ、黒髪がさらさらと揺れた。細身のわりに、騎士らしく厚みのある引き締まった身体だ。十七、八くらいだろうか。

（きれいなひと……）

　顎は鋭利な線を描き、伏せた目を縁取る睫毛は繊細だった。しばらく見惚れていると、男が気配に気づいたのか顔を上げた。

「ミリー……!?」

　男が目を見開き、イルセはとっさに自身の左手を確認した。

　それがカイザルトとの出会いだった。
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　はっと目を上げると、ランヴァルドの顔がすぐ間近にあった。

「心ここにあらずか」

「すみません。……少し場の雰囲気に酔ったようです」

　晩餐の席では、国いちばんの舞まい手てによる舞の献上が終わったところだった。無意識のうちに、また昔を思い返していたらしい。イルセは豪奢なエメラルドグリーンのドレスを直すふりをして意識を戻した。

　カイザルトは広間の外で待機中である。王族の護衛を務める者はエンゲルフトでは近衛兵と呼ばれるが、近衛兵は貴族であっても晩餐の席や舞踏会への参加を許されない。それはカイザルトに対しても適用されるらしかった。

「あの男が気になるか」

「え？」

「いや、あなたは俺の妻になる。それを忘れなければよい」

　ランヴァルドが眉を寄せ、徽き章しょうがびっしりと並ぶ紺の軍服に包まれた腕を組む。そこに軍の関係者らしい人物がやってきて彼に耳打ちした。

「少し席を外す。ゆっくり楽しんでくれ」

　テーブルを立つランヴァルドにうなずき、イルセはふたたび始まった剣舞を眺める。

　異変はほどなくして起きた。

「っ……」

　どくん、と脈が大きく乱れ打ち、優美な衣装を着た舞手の輪郭がぼやけた。なんだか身体が熱い。なにかと思うまもなく、また脈が乱れ打った。

　ぐらりと頭が傾かしぎ、イルセは慌てて姿勢を正す。そうするあいだにも動悸が激しくなり、脂あぶら汗あせが手のひらににじむ。

（なに、今の……？）

　心当たりと言えば、晩餐会が始まった直後に勧められたワインぐらいだろうか。今とおなじにランヴァルドが席を外した際に、彼のまたいとこだという王族にワイングラスを押しつけられたのである。

『お近づきのしるしに、乾杯といこうぜ』

『いえ、悪いがわたくしは』

『おいおい、リッセンの王女サマは野蛮なエンゲルフトの酒は飲めないって言うのかよ』

『そうではなく、お酒にはてんで弱いのです。ご容赦を』

『そんなに俺の勧める酒が嫌か？　飲めよ、俺たちの良好な関係のためによ、乾杯！』

　ここで揉めれば両国の関係にひびが入りかねないと思えば固辞できず、イルセは一杯だけならと口をつけたのである。

　身体じゅうがじんじんと火照ってくる。思わず手を握り合わせると、その拍子にドレスの布地が胸とこすれた。

「んっ……」

　漏れた吐息の思いがけない甘ったるさにぎょっとして、イルセは唇を引き結んだ。

　視界がさらにぼやける。余興どころではなくなり、イルセはなんとか国王にことわると、震える足を叱しっ咤たして広間を出た。

　太ももがドレスの内でドロワーズと擦れ、腰の奥がカッと熱くなっていく。なにかおかしい。

（なんなの？　身体の内に、熱の塊を飼ってるみたい）

　熱はみるまに膨らみ、内側を暴れだす。乳房の先端が硬く尖り、少しの身動きにも服と擦れてなんとも言えない感覚を引き起こした。こめかみに汗が浮かんで、立っているのもやっとだ。そのとき、廊下の向こうから重い足音が近づいた。

「アマンダ？」

　ランヴァルドの声だと気づいても、ふり向くのもままならない。しかしどうにか「失礼します」と声をかけて脇を通り過ぎようとすると、肩をつかまれた。

「顔色が悪い」

「ぁっ……」

　触れられた場所から強い痺れが全身を巡り、とっさに身を引く。ランヴァルドがいぶかしそうにしたが、言い訳をする余裕もなくあとずさった。

「カイを……カイを呼んで……」

　身体の異変に頭がついていかず、ただこの場から逃げだしたくてたまらなくなる。

「カイを……早く」

　ランヴァルドが誰かに指示を出すのもろくに聞こえず、うわごとのようにカイザルトの名前を口走ってしまう。ややあって、急せいてはいるが聞き慣れた足音が耳に届いた。

　それがカイザルトだと気づいたとたん、緊張の糸が切れた。

「殿下っ!?」

　膝から崩れ落ちるのを、カイザルトに抱き止められる。ところが、ほっと安心したのもつかのま、触れられた肌がざわりと粟立ち、背中が震える。

　さらにはカイザルトの匂いが鼻腔を満たしたとたん、頭がくらりとして甘い吐息が零れ落ちた。

「カイっ……はっ……」

「殿下、どうなさいました!?」

「お酒……っ」

　身体が熱く疼くとまでは言えずに口ごもると、カイザルトがランヴァルドに冷ややかな声を放った。

「殿下がお酒に弱いのを承知で狼ろう藉ぜきですか。看過できかねます」

「カイ、違うっ、ランヴァルド様ではなく……っ」

「早合点は感心しない。番犬は鼻が利かないのか」

　なるほど、とカイザルトが首肯した。

「発言を撤回します。しかし、後ほど改めて話し合いが必要ですね。とにかく、殿下はお休みください。部屋までお連れします」

　だしぬけにカイザルトに横抱きにされ、これ以上は熱くならないと思った肌がいっそう熱を持った。抱えられて廊下を進むわずかな揺れのもたらす刺激にさえ、吐息が艶めいていく。わずかでも口を開けば、あられもない声が漏れそうで、イルセはそれきりなにも言えなかった。










　イルセは客間の寝台に寝かされた。

　とっさにカイザルトを呼んだものの、羞恥が今さらのように襲ってくる。耐えきれずにぎゅっと目をつむると、カイザルトが寝台に腰かける気配がした。

「殿下。まだ酔いは覚めませんか」

　カイザルトが水差しからグラスに水を注ぐ。侍女の仕事をカイザルトにさせるのは、これ以上ほかの人間に醜しゅう態たいを見せたくなくて断ったからだった。

「……失礼します」

　硬く大きな手のひらに身体を起こされ、ぞくりとする。

「んっ……」

　渡されたグラスに手を伸ばしても焦点が合わない。グラスを取り落としそうになったが、カイザルトに手を添えられて難を逃れた。

　指先同士が触れ合う。

「ふ……」

　足のあいだに甘い痺れが走り、手が震えた。

　うまく飲めずに唇の端から水が伝い落ちる。ハンカチで口元を拭われれば、たまらず鼻から艶っぽい吐息が抜けた。

「ぁっ……！」

「殿下？」

　羞恥で涙が零れるのも構わず訴える。

「カイ、見ないで……なにかおかしい……の」

「どういうことです？　もしや毒でも」

「毒……かしら、わからない……でも、身体がずっと熱くて、じんじんして……ちょっとでも触れられると、痺れが走ったみたいで……」

　すると、カイザルトがすっと鋭く目を細めた。

「殿下、少し失礼します」

　カイザルトが身を乗りだしてくる。どきりとして息をのむと同時に、耳に軽く指を添えられた。

「んっ……」

　耳たぶをやんわりとこねられ、腰の奥がじんと甘く痺れて波立つ。

「では、これはいかがですか？」

　指を添えられたまま、耳に吐息を吹きこまれる。腰が跳ねた。

「はっ……カイ、だめ……すごく……」

「すごく？　なんです？」

「変なの……はぁっ……」

　零れた吐息は濡れていて、カイザルトの手が強張ったのがわかった。鋭かった視線が逸れ、ふたたびイルセに向けられる。カイザルトが固い声を発した。

「もしや、殿下がお飲みになったのは媚薬ではないでしょうか？」

「びやく……？」

「ええ、性欲を高める薬です」

「せ、性欲っ？」

　ぎょっとした弾みにシーツに足が擦れた。快感が全身を駆け走って、また甘い吐息が漏れてしまう。

「おそらく、酒に混ぜられたのでしょう。命に別状はありませんが、性欲を満たさない限り、お辛いと思われます。身体が快楽を得れば、症状はおさまりますが」

　口調は淡々としていたが、剣呑な雰囲気を感じる。

「カイ、怒ってる……？」

「当然です。俺がいながら、殿下を危険にさらしました。申し訳ございません、殿下」

　カイザルトはベッドから降りるやいなや、床につきそうなほど頭を深く下げた。

「このままエンゲルフトに嫁ぐのは危険です。ランヴァルド殿下に報告して、解毒薬の入手と犯人の特定を早急に行います。婚姻の延期、あるいは取りやめも」

「待って！」

　出ていこうとしたカイザルトを追いかけ、イルセは制服の上着の裾をつかんだ。胸がドレスと擦れ、どうしようもなく身体が火照るのをぐっと耐える。

「解毒薬がなくても、快楽を得られればおさまるのよね？　快楽を得るにはどうしたらいいの……？」

　カイザルトが目を見開き、苦虫を噛み潰した顔をした。

「……触れられたくてたまらないでしょう、殿下。疼く場所に触れれば快楽を得られます」

　図星をつかれて、火がついたように頬が熱くなった。しかもさらに恥ずかしいことに、触れられたいのは誰にも見せたことなどない秘めた場所で。

「っ……そうよ。気が変になりそう……でも、触さわるしかないのね？」

　カイザルトに見つめられれば見つめられるだけ、おかしなほど身体の芯に火がついてしまう。

「快楽の果てまで行くには、御自分でただ触れるだけでは難しいでしょう。ランヴァルド殿下にお任せするしか」

「だめよ！」

　ふたたび背を向けかけたカイザルトの上着をぐっと引っ張る。

「この件は内密にして……」

　好きでもない相手に触れられて快楽を得るなんて、考えたくもない。しかしこうしているあいだにも身体は疼いてじっとしていられなくなってくる。いよいよどうしようもなくなって、イルセはぐっと奥歯を噛みしめた。

「……カイ、あなたが触れて」

　そのとたん、カイザルトがこれまでになく鋭く目を眇めた。

「殿下、ご自身がなにをおっしゃっているのか、承知なさっていますか？」

　もちろんだとうなずき、イルセは疼きを堪えて言った。

「……わたくしの身に異変が起きたと知られたら、リッセンとエンゲルフトの関係はまず間違いなく悪化する。我々はようやくこの婚姻で和平の道を歩み始めたところだろう。台無しにしてはいけない」

　この一件で両国の和平が遠ざかれば、損失をこうむるのは民だ。王女ではなくても、自分の行動でリッセンの民を不幸にするわけにはいかない。できることをしなければ。

　犯人も目的も断言できないが、この件は絶対に「失敗」に終わらせる。そう考えたらとるべき対応はひとつだった。

「カイもそのために、妨害工作からわたくしを守っているはずだ。わたくしの身体ひとつで引き受けられるものなら引き受ける。だからお願いカイ、わたくしの命令を聞いて」

　国のためと言いながら、カイザルトに勝手を強いている自覚はある。イルセは申し訳ない気持ちでこっそり唇を噛んだ。

「殿下……」

「カイ。わたくしに触れなさい。今夜はなにも起きなかった」

　カイザルトがごくりと唾を飲む。沈黙が落ちた。

（申し訳ありません。でも……お願いです、カイザルト様）

　祈るような気持ちでつかんだ上着から手を離したとき、カイザルトが制服の襟元に手をかけた。縦に並んだきらびやかな金ボタンがひとつ外れる。

「……わかりました」

　どきっとした。カイザルトのまとう雰囲気が切り替わった気がしたからだ。そのあいだにもイルセは軽々と抱えられ、ふたたび寝台に下ろされる。カイザルトも制服の上着を脱ぎ、寝台に乗りあげた。

　静かな目のなかに、ためらいはもうなかった。

　抱きしめるように背中に腕を回され、ドレスのボタンが外されていく。

「……っ、っ……」

　鼓動があり得ないほど大きな音を立てる。イルセはカイザルトの二の腕を握りしめてうつむいた。

　ドレスの袖が抜かれる。長い指で直じかに背中や肩に触れられるだけで、甘ったるい息が鼻から抜ける。

「んっ……」

　コルセットとシュミーズも脱がされ、つんと先の尖った胸があらわになる。羞恥に耐えきれず目を逸らすと、白雪の積もったような乳房を掬すくいあげられた。

「っんぅ……！」

　あられもない声が口をつき、拳こぶしで口を押さえる。

（殿下に聞こえませんように……！）

　焦るあいだも、手のひら全体を使ってゆっくりと両方の乳房を揉まれる。

「気持ちいいですか？」

「ん……っ」

　親指の腹で先端を軽く捻ひねられ、拳をきつく噛む。カイザルトの手によって形を変える自分の胸がたまらなく卑猥だった。

　今さらだけど、なんて命令をしてしまったのだろう。王女の命令など、カイザルトには拒否権がないに等しいのに。

　カイザルトが頭を伏せる。黒髪が素肌を撫でただけで肌が粟立つ。さらに硬く凝った頂を口に含まれた。

「っ……！」

　じんと甘い痺れが身体の中心を駆け抜け、とっさに口を塞ぐのと反対の手でカイザルトの頭を引っつかんだ。しかしカイザルトは気にする風もなく頂を舐めていく。

「ふ……ぅ……っ」

　拳を噛んで嬌声をこらえる。カイザルトの触れかたは丁寧だが、彼そのもののように冷静だった。

　腰に引っかかっていたドレスに手をかけられる。

「媚薬のせいで、感じやすくなっておられますね。腰を浮かせていただけますか？」

「っ……」

　触れてと命じたのは自分だ。男女の触れ合いについても、城に上がってから教養のひとつとして教わった。けれど、いざとなるとあと一歩の勇気が出ない。

　まごついていると、ためらいを見透かしたようにカイザルトが言った。

「今夜の件は、我々の心にしか残りません。いえ、明日になれば俺も忘れます。殿下は、お辛さから解放されることだけ、考えてください」

　イルセは小さくうなずき、意を決してカイザルトの肩に手を置いた。ほんの少しだけ腰を浮かせる。足が震えた。

「脱がせてもよいですか？　それとも、このままにしますか？」

「このままで……っ」

　肌をすべて見せる勇気は出せそうにない。消え入りそうな声で返すと、カイザルトがうなずき、ドレスの下から硬い手が忍びこんだ。ドロワーズだけをずり下げされる。

　無意識にまた手の甲を噛むと、その手を取られた。カイザルトが顔をしかめる。

「殿下は傷のひとつもつけてはいけません。声を堪えるなら、俺の肩でも首でも噛んでください」

「カイを噛むなんてできない……っ」

「っ、そのように可愛いことをおっしゃらないでください」

　強制的に腕をカイザルトの首に回される。ふたたびドレスの内に手が潜りこみ、太ももを滑った。

「っ！　んっ……ふぅっ！」

「俺の肩を噛んでください」

「んんっ……痕がつく、からっ」

「殿下の痕なら光栄です。つけてください」

　頭をやんわりと押され、肩口に押し当てられる。秘裂をなぞられたとたん、考えるまもなくカイザルトの肩に歯を立てた。

「ふぅ……ぅ……っ！」

　シャツに唾液の染みが広がる。経験のない気持ちよさに、膝が震える。触れられた場所がひくつき、花芽が熱を持って勃たち上がるのがわかった。

「っぅ！　んっっ……！」

　花芽を押されて腰が揺れる。奥から蜜があふれ、カイザルトの手首まで濡らした。ぴちゃ、という水音が繰り返し上がる。頭が茹ゆだってしまう。

「だいぶ濡れていますね。媚薬のせいだけでなく……元々、殿下は感じやすいのかもしれません」

「言わないで……っ」

「もっと濡らしてもいいですよ。指、入れます」

　濡れた音と共に、隘あい路ろにカイザルトの長い指が侵入した。

「っ……ぅ！」

「殿下に痛みを与えるのは本意ではありません。少しでも痛いなら、おっしゃってください」

　首を横に振る。媚薬のせいか、痛むどころか気持ちよくてなにも考えられない。

「……っ！　ふ、っぅ、んん」

　くちゅくちゅと指が抜き差しされ、くぐもった喘ぎ声を上げてしまう。

「もう一本入れますよ。この様子なら、そのほうが果てに行きやすいでしょうから」

「んんっ……！」

　二本の指で媚肉を撫でられる。もたらされるのは痛みでも圧迫感でもなく、ひたすら快感だけ。膝ががくがくと震え、イルセはカイザルトにいっそう強くしがみついた。蜜口からは絶えず卑猥な液が伝い落ち、ドレスの内側でぐちゅぐちゅと響く。

「腰が揺れていますね、よい兆候です。もうすぐです。……これで果てまで行けば、媚薬の効果は散りますから」

「……っ、ん」

「果てに行けそうですか？」

　耳元でささやく声は、心なしか低く掠かすれていた。普段との落差に、胸がどくんと鳴る。

「も……っ、と、っ……ふ……」

　頭をカイザルトの肩に埋めたまま荒い息を吐く。さらに親指で花芽を押し潰された。

「ふ……ぅ……っ――……！」

　瞼まぶたの裏が真っ白に弾けた。

　全身が震え、ぶしゅ、とさらさらした水が噴きだす。身体がふわっと浮いた気がしたあと、力が一気に抜けてカイザルトにすがるようにして尻をついた。

「はぁっ、はぁっ……」

「果てに行きましたね。……楽になりましたか？」

　少し考え、イルセは弱々しくかぶりを振った。果てを見たのにも関わらず、なぜかじりじりと物足りなくなってくる。

「はっ、はぁっ……まだみたい……、触れて……っ」

「……ッ」

　背中に手を添えられ、カイザルトが覆い被さってくる。とん、とシーツに背中がついたかと思うとドレスがたくし上げられ、足を深く折り曲げられた。

（心臓が爆発しそう……！）

　ところが、ふいにその動きが止まった。おそるおそる目を向けると、右足から絹の靴下が抜きとられた。

「……痕が残らなくてよかった」

「まだ気にしていたの？　大したことはないと言ったのに」

　拍子抜けしてふわっと笑ったそのとき、それまで感情の見えなかったカイザルトが初めて表情を変えた。いつもの冷静な顔ではなく、かといって怒りや焦りでもなく。

（切なそう……？）

　どきっとした次の瞬間、また指をなかに挿し入れられ、たちまち快感がせり上がった。

「っ、ぅ、ふ、っ！」

　ぬぷ、と三本目の指まで潜りこんでくる。圧迫感に息が浅くなるのに、奥がきゅんと疼いて濡れていく。

「んっ、……ふぅっ、っ……」

　カイザルトが目を細める。

「殿下、いつでも果てまで行ってください……！」

「ふ、ぅっ――……！」

　痙けい攣れんする身体を抱きしめられる。シャツ越しのぬくもりは、心配要らないとでも言うようだった。イルセは自分でも気づかないうちに、無防備な笑みを浮かべていた。

　その笑みを見たカイザルトとの距離がこれからどう変わるかなんて、知らずに。
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　昨夜イルセが目を覚ましたときには、すでにカイザルトは部屋を辞していた。イルセは念入りに事の痕跡を消したのちアマンダと部屋を代わろうとしたが、彼女も疲れが溜まっていたのか、隣の部屋で眠っていた。けっきょく、イルセは王女に宛がわれた部屋で眠るしかなかった。

　昨夜を思い出すと、頬が火傷したように熱くなる。イルセが両頬を手で挟んだとき、ノック音がしてアマンダが内扉の向こうから顔を見せた。

　今日は朝から、アマンダはランヴァルドと彼の所領に出かけていたのだ。

「殿下！　お帰りなさいませ。視察はいかがでしたか？」

「ああ、ヴァルの所領はなかなか興をそそられたぞ。たとえば――」

　アマンダが上機嫌で視察の様子を話すそばで、メリエルがてきぱきとアマンダのドレスを脱がす。

「イルセは昨日、気分が悪くなったのか？　ヴァルに聞いたぞ」

「あっ……でももうすっかりよくなりました。ランヴァルド様にはご心配をおかけしてすみません」

「治ったならいいが、キツいときはカイザルトに言え。あれなら、なんでもするだろうからな」

　その口ぶりに含むところはなく、昨夜の件には気づかれなかったようでイルセは心底ほっとした。しかしすでに命じてしまったとは口が裂けても言えない。イルセは「ええ」と言葉を濁して、旅装のドレスに着替えた。これからリッセンに戻るのである。

「殿下、出立のお時間です。最後にランヴァルド殿下にご挨拶を」

　扉の向こうからカイザルトの声がして、にわかに心臓の音がうるさくなった。アマンダが隣の部屋に隠れ、イルセは指輪を外してポケットに入れる。迎えにきたカイザルトの姿が目に入ると、鼓動はますます大きくなった。たまらず顔を背けてしまう。

「い、行く……！」

　うわずった声で返し、イルセはカイザルトの脇をすり抜けて廊下に出る。落ち着かなきゃ、と心の内で唱えるも、乱れた脈は戻らない。てんで効果がない。

　昨日は媚薬のせいで頭がぼうっとしていたので、記憶はあやふやだ。けれど、誰にも見せない場所に触れられた感触は生々しく覚えている。

　節ばった長い指と、意外にも繊細で優しい手つき。

　カイザルトは命令に従っただけだ。でもなぜか突然、切なげな目で見つめられたおかげで、肌に、心に、まだその感触が残っている。忘れられそうにない。

「殿下、そのように急がなくても、ランヴァルド殿下はお逃げになりません」

　一方カイザルトは、すっかり普段どおりの平静な態度である。忘れると言ったとおりにしているのだろう。自分だけが取り乱しているのが情けない。

「そういうのじゃない」

　カイザルトのせいだと心の内だけで補足したとき、廊下の向こうから身なりのよい男が現れた。その顔を見たとたん、抑えようとしても顔が強張った。

「ごきげんよう、アマンダ」

「……ごきげんよう」

　昨日、イルセに酒を飲ませた男だった。男はにやにやしながら、癖のある肩までの髪を左右に揺らして顔を近づける。

「昨日はあなたを探していたんだが？　どこでお楽しみだった？」

　カイザルトに聞こえない程度の声で耳打ちされる。

「おっしゃる意味がわかりかねます」

「またまた。俺が楽しませるつもりだったのに、誰に気持ちよくしてもらったんだ？」

　イルセは不快感をこらえて男を見据えた。

「……ああ、あなたのワインのおかげでよく眠れた。貴国のワインにはよい眠りをうながす成分が入っているようだ」

　下げ卑びた笑いを毅き然ぜんと退けると、当てが外れたのか男は舌打ちして立ち去る。入れ違いにカイザルトが横に並び、ほっとした。

「あの方と、なにか？」

　イルセは少し考えて胸を反らす。

「ないわ、なにも。問題ない。行こう」

「なにがありました？」

　なにかが起きたと確信するような言いぶりに、イルセはどきっとして気を引き締めた。昨日の動揺が尾を引いているのかもしれない。胸の奥まで暴かれそうな強い目に、そのうちなにもかも見抜かれそうで怖い。

「……勘弁してくれ、カイ」

　弱々しく返して歩き出すとカイザルトは黙ってついてきたが、やがてつぶやかれた言葉は意外なものだった。

「殿下。差し出口を承知で申しあげますが、誰にも言えないほどお辛いときは……俺に打ち明けてください。俺が全部、聞きます」

　イルセは目をしばたたき、足を止めた。カイザルトが踏みこんできたのは、初めてではないか。

　これまでの口出しは職務の範はん疇ちゅうだったけれど、今のはそれらとは違った。こんなことはこれまでなかったのに。

　思いがけず動揺してしまって、声が揺れた。

「……ああ。そのときはそうしよう」

　カイザルトがわずかに口角を上げる。その笑みも、昨日までのものとは少し違うように思うのは、気のせいだろうか。

　胸がとくりと鳴って、頬が熱くなった。

「殿下にはその笑みがお似合いです」

「……そうか」

「そうです。最強です。ですから、その笑みはこれからも俺が守ります」

　まただ。これはカイザルトの忠誠心だとわかっているのに、鼓動が走るのを止められない。

　身分違いの自分には決して向けられることのない言葉だ。ましてや今も異能でカイザルトを欺あざむいている。その事実が胸に刺さって、ちくりと痛みを訴えた。

　でも、カイザルトにはいつまでもアマンダを守ってほしいと思うのもまた事実だった。

　夜の底みたいな深い色をした目が、また空っぽに戻らないように。

　――あの日のようにだけはならないで、と。

















二章　王女の綻び












「ミリー……!?」

　男に呼び間違えられ、イルセはとっさに自分の手元を確認した。指輪はきちんと親指に嵌まっている。ほっと息をついた。

「違いますよ、騎士様」

「えっ？　あ、ああ、悪い。……似てなかった」

「ミリーさんって？」

　男のほうに耳を傾けると、とろりとした目が意外なものを見るようにまたたいた。

「聞いて……くれるのか。ミリーは……去年の今日、流行病にかかって六つで死んだ妹だ……」

　男はカイザルトと名乗り、ぽつぽつと心の内を吐きだした。

「俺はそのとき東方騎士団に所属していて、死に目に間に合わなかった……。俺が騎士を目指したのはミリーがいたからだったのに……」

　カイザルトは自身が言うとおり、騎士団の制服を着て腰に剣を刷はいていた。

「ミリーはアマンダ殿下に憧れていたんだ」

　そう言ったカイザルトの目からやにわに涙があふれ、イルセはぎょっとした。

「殿下の行幸があれば必ず見に出かけて、殿下の髪型やドレスを真似して。だから、俺に殿下を守る騎士になってほしいというのが口癖で……だが……ミリーが生きているあいだに一度もこの姿を見せてやれなかった……」

　端正な顔がぐしゃりと歪むのを、イルセは呆然と見守る。カイザルトはレモン水ではなくウィスキーを一気飲みして、カウンターに突っ伏した。

「はは……っく……もう大人なのにな……一年経ってもちゃんと立ってる気がしない……ひっく」

　気づけば黒い髪に手が伸び、イルセは無意識にカイザルトの頭を撫でていた。カイザルトはちらとこちらを向いたが、生気を失った空っぽの目をしていた。

「可愛い妹さんだったんですね……」

「っ、ミリー……っく、おまえのために騎士になったのに……騎士になったせいでおまえを守ってやれずに……ひっく、なにを守ってんだろうな……騎士ってのは……」

　男性がしゃくりあげて泣く姿を、イルセはそのとき初めて目にした。けれど情けないとは思わなかった。むしろ肩を震わせるカイザルトが痛々しくて、かける言葉が見つからないのがもどかしかった。

「なぜあなたが泣く？」

　カイザルトが泣き腫らした目を上げる。あれ？　と顔に手をやると、いつのまにかイルセの頬も濡れていた。

「わかりません。騎士様を見ていたら……」

　そう返すと、カイザルトの目からまた涙が伝い落ちる。

「今日で一年……ミリーもいないのなら、もうこれ以上騎士を続ける意味もない……」

　カイザルトがふたたびうつ伏せになった。

　イルセはまたその頭を撫でたが、今度はカイザルトは顔を上げなかった。ただそうせずにはいられなくて、すすり泣くカイザルトをそっと撫でる。

　そのうち、イルセはいい案を考えついた。いかにも子どもじみた思いつきだったが、そのときはいい案だと思ったのだ。

「ちょっと待っててください。騎士様に、王女様を会わせてあげます。五分たったら裏口まで来てください。それまで寝るのは我慢してくださいね、王女様がいらっしゃるのですから、必ずですよ」

　イルセは「王女様」のところを強調して丸椅子を降り、返事を待たずに店の裏口へ出た。王女の服装との違いには目をつむり、片時も外さずにいた指輪を親指から外してポケットに入れる。

　イルセは一度だけ目にしたことのあるアマンダの振る舞いを思い浮かべながら、あとから来たカイザルトの気配にゆっくりとふり返った。

「カイザルト、だな？」

「なっ、えっ、殿下……!?」

　酔った顔に驚愕を浮かべながらも、カイザルトは素早くその場に片膝をついた。騎士としての条件反射みたいだった。

　イルセはどきどきしつつ、つとめて厳おごそかな口調で、言った。

「話は聞いた。カイザルト、護衛騎士の座まで上がってこい。そして、わたくしの専属護衛になれ。……おまえが、わたくしを守れ」

　イルセはこれまで、誰かのために進んで他者のふりをしたことはなかった。イルセにとって指輪を外すのは不安を呼び起こすものでしかなかったから。

　でも、カイザルトを放っておけなかった。彼の妹のためにも立ちあがってほしくて、初めて自分から能力を使った。懸命だった。

「殿下……」

「わたくしを守れないのか？」

　カイザルトが息を深く吸いこんだ。

「守ります。……すぐにおそばにまいります」

　その瞬間、カイザルトの目がかすかに力を取り戻した。

　孤独の果てのようだと思った瞳に、光が射している。その目に、イルセはしばらく言葉もなく見入った。

　あの目を守るために、イルセは今もアマンダの替え玉をしている。
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　エンゲルフトからリッセンに戻れば、結婚まではいよいよひと月を残すところとなった。それに応じるように、妨害工作のたぐいも増えた。

　結婚の祝いの品に鼠ねずみの死骸が添えられていたり、おなじく贈り物のリボンに、落書きをされていたり。脅迫まがいの手紙が届きもした。

「こんなもので結婚が取りやめと思うほうがどうかしているな」

　アマンダも失笑するとおり、いずれもたちの悪い悪戯ばかりである。犯人が捕まれば重い刑に処せられるのは間違いないが、悪戯の範囲をぎりぎり超えないせいで、いまだに犯人の目星はつかないでいた。

　そしてイルセとカイザルトはといえば、媚薬の一件などなかったかのごとく以前と変わらない日々を過ごしていた。

「殿下、今日もお疲れ様でした。夜の会食までゆっくりなさってください」

　公務から戻ったイルセは、おや、と首をひねった。これまでのカイザルトなら「会食のときに迎えにきます」とだけ言うはずで、労いを含んだ言葉は初耳だったからである。

「ありがとう。カイも休め」

　しかしそう言ったとたん、カイザルトが虚をつかれた顔をした。そんな顔は初めてで、イルセははにかんでいた表情を引きしめた。

「カイ？　どうした、なにかおかしかったか？」

　ふいに長い指が頬に向かって伸びてくる。

（なに……？）

　尋ねたいのになぜか言葉が喉につかえて出てこない。呼吸の音すら邪魔になりそうで、知らず息をつめた。

「あなたは、いったい……」

　ところがそのとき、ノックの音が割って入った。イルセがわれに返ると同時に、カイザルトも弾かれたように手を引く。

「……申し訳ございません」

　カイザルトはそそくさと部屋を出ていく。

（なん……だったの？）

　まるでわからない。ただ心臓が、どくどくと激しく脈打っていた。










「帰ったか、イルセ。今回はなにもなかったか？」

　カイザルトと入れ違いにメリエルが入ってくるのと同時に、衣装部屋の向こうからアマンダも顔を出す。イルセは飛び上がった。

「殿下……！」

「なんだ、その化け物を見たみたいな顔は？　で、なにもなかったか？」

「すみません。驚いてしまいました。殿下、姿をお見せになるのが早すぎます……！　カイザルト様に見つかったら大変です。……はい、今日は無事でした。護衛の数を増やしていただいたからでしょうか、このまま鎮静化するといいのですが」

　まったくだ、とアマンダがワンピースを脱ぐ。いつものように互いに着替え、最後にアマンダと抱ほう擁ようを交わしてから、イルセは自室に下がった。これもいつもの習慣でチェストの引き出しを開ける。

　ところが。

　イルセは引き出しの中を二度見した。さらに、奥まで手を入れて探る。

「えっ……!?　うそ……」

　大慌てですべての引き出しを確認する。顔から血の気が引いた。チェストの下を覗き、チェストを動かして壁との隙間に目を走らせる。

　引き出しに仕舞ったはずの指輪が、なかった。

「今朝まではあったのに……？」

　朝からアマンダの代わりに外出して、昼は訪問先で会食だった。朝食のあとで指輪を外したのは記憶に新しい。それ以来、この部屋に戻るのは今が初めてである。

　どっと焦燥が押し寄せ、心拍数が跳ねあがった。

　呼吸を乱しながら寝台の下に手を這わせ、目を皿のようにして床を睨にらみ、飾られた空っぽの花器に手を突っこむ。

「あれがないと……！」

　イルセの能力は替え玉をするには都合がいいが、普通の生活において常に誰かを幻惑するようなことになったら。

（また、昔みたいに……）

　思わず左頬を押さえる。足が勝手に震え、視界がにじむ。

　混乱するままにアマンダの部屋に戻るが、彼女は不在だった。部屋を守る護衛の気配もない。

　イルセは矢も盾もたまらず廊下に飛びだすと、腕で顔を覆って駆けだした。
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　媚薬の一件があった夜のアマンダが忘れられない。

　一刻も早く忘れなければと思うのに、そう思えば思うほど記憶は鮮明になっていく。なかでも最後に見せられた、ふわりとやわらかな笑みが頭から離れない。

　媚薬を盛られ、婚約者でもない男に触れられて傷ついたはずだ。しかし国のためを思ってそれらを胸の内に留めた健気な一面を見せられて、自分でも信じられないほど歯がゆく感じる。

　しかしアマンダはあれから、ひと言もその件には触れない。あの日の翌日など、カイザルトが迎えにいけば露骨に目を逸らされたのだから、よほど思い出したくないのだろう。その内心を考えれば当然ではあったが、割り切れないでいた。

　あれ以来、気づけばアマンダを目で追っている。

　さきほどなど、あの夜とおなじふわりとした笑みを向けられ、思わず触れてしまいそうになった。あの笑みは昔の記憶を引っかいてしまう。厄介だった。

（別人を思い出してしまう……いや、なにを考えているんだ、俺は）

　カイザルトは自嘲めいた笑いをひとつして、城館の裏手に広がる外庭の見張り塔へ足を向けた。上司に今日の外出の報告をするためである。しかし塔の脇まで来て、足を止めた。

　古井戸のそばでアマンダがうずくまっている。

「殿下？」

　返事はない。見張り塔など、王族が訪れる場所とは言えない。こんな、ひとけのない場所になんの用があるのか。さらに呼びかけようとしたが、カイザルトは寸前で思いとどまった。

「……っ、……っ」

　アマンダは背中を小さく丸め、肩を震わせてすすり泣いていた。

　よく見ればドレスの裾も伏せた頭の下にのぞく腕も、土で汚れている。いつもきれいに結いあげられている髪も乱れている。

　そのとき、カイザルトは前方から複数の気配が近づくのに気づいた。見張りの交代時間になったのだろう、足音は騎士のそれである。しかしアマンダは気配に気づかないようだ。

　考えるより先に足が動いた。

「殿下！　こちらへ」

　目を見開くアマンダの手を構わず引き寄せ、同僚がくる方向とは反対に足を速める。

「なっ、カイっ……？」

　アマンダのうろたえた声を背中越しに聞きつつ、カイザルトは足早に誰も来る恐れのない場所へ向かった。










　ほとんど駆け足になりながらカイザルトに引かれる。足を踏み入れたのは、騎士団の団舎の北端にある空き部屋だった。

「この時間は皆、見張りに出ています。当分誰も来ませんよ。殿下」

　部屋には東に面した窓の両側にベッドが一台ずつと、丸椅子が二脚あるきりだった。寝るためだけに用意された部屋らしい。そのそっけなさが、かえってありがたかった。カイザルトしかいないのにも、強張りがわずかに緩む。

　しかしいきなりカイザルトが目の前に現れ、ここまで連れてこられては、驚かないほうが無理だった。

「どうして……？」

　勧められた丸椅子に腰を下ろして尋ねる。カイザルトがすぐ前で片膝をついた。

「寒くないですか？　この部屋は暖炉のある部屋からいちばん遠いので、ずっと空き部屋なんですよ。殿下にはご不便をおかけしますが、ここしか思いつかなくて」

　返事が浮かばない。すると言葉にならない疑問を読み取ったかのように、カイザルトが眉を下げた。

「あんな場所でひとりで泣いておられれば、誰にも知られたくないことくらい察しがつきます。よければ涙の理由をお聞かせください。俺にできることがあるかもしれません」

　その目を見たら、胸の内に留めていたものがあふれた。職務だから告げるわけでもなく、忠誠心ゆえでもない、心からの心配が伝わってくる。ふたたび涙がにじんで、とうとう抱えていられなくなった。

「誰にも言わないで……」

　カイザルトが黙ってうなずく。ますます視界がぼやけていった。

「指輪が……っ」

「指輪？」

　アマンダは指輪をしない。カイザルトがけげんに思うのも無理はなかったが、うまい説明を思いつかない。

「指輪がなくなったの。あれがないとだめなの、どうしたらいいの……」

　堰せきを切ったように涙が零れ落ち、ドレスを濡らしていく。止められなかった。

「あれがないと……！　ちゃんと仕舞っていたはずなの。けれどどこでなくしたのか、さっぱりわからなくて。部屋じゅう探しても見つからない。思い当たる場所はぜんぶ探したのに……！　どうしよう」

　このままでは、自分でいられなくなる。いつなんどき、他人と間違えられるかもしれない。せり上がる恐怖に胸が押し潰されそうで、イルセは両手で顔を覆う。

　だからそのときカイザルトがはっと表情を強張らせたのには、気づかなかった。










　すすり泣く姿はたしかにアマンダだ。しかしその泣き顔を見たとたん、なぜか――別の娘の姿が重なった。

『おまえが、わたくしを守れ』

　アマンダにそう言われてから、カイザルトは護衛騎士になるために脇目も振らずに鍛錬を積み職務にあたった。その一方で、時間を見つけては酒場に行った。

　だが、礼を言いたくともアマンダと出会うきっかけをくれた娘には会えなかった。

「春陽祭のときは、おしめをつけたガキも棺桶に片足を突っこんだじじいも酒を飲みにくる。とてもじゃねえが、手が足りねえ！　ってんで、その日だけは遅くまでイルセの手を借りてるのさ。普段はあの子が店に立つのは昼間だけだ。変な客に絡まれると困るんでな」

　娘の名前はイルセだと知ったが、多忙なカイザルトが会える機会はないと言ってもよかった。それでも諦めきれず、春陽祭の日に合わせて会いにいった。

　イルセは出会った日と変わらないふわりとした笑顔で、カイザルトを迎えた。

　妹の命日でもあるその日だけは、酒を飲んだ。みっともない泣き顔を見ていたのはイルセだけだった。

「騎士様は泣き上戸だったんですね」

「ああ……すまない。面倒くさがられるから……同僚の前では飲まない……」

「私の前では好きなだけ泣いてください。騎士様の泣ける場所になれるなら嬉しいですから」

　はにかんでそう言うイルセは、カイザルトが泣いて絡んでも嫌な顔ひとつしなかった。店の手伝いに勤いそしむ姿は明るくて好ましく、やわらかな表情で話に耳を傾けられると胸の奥があたためられた。

「アマンダ殿下の護衛騎士に抜擢された」

「それはおめでとうございます……！　今ごろミリーさんも手を叩いて喜んでいますね」

　出会った翌々年、叙じょ任にんの報告をすると、イルセは自分のことのように喜んだ。アマンダに「守れ」と声をかけられた日の話をすれば、「そのとおりになって、よかったですね」と目元をやわらげた。

　カイザルトは「騎士様」と呼ばれたが、一度も身の上を尋ねられなかった。おそらく貴族だと気づかれていたが、身分も年齢の差も忘れていられるほど彼女と過ごす時間は心地よかった。安らぐ、と言ってもいいのかもしれない。彼女の笑みにはそうさせる力があった。いつも寄り添われている気がした。

　おかげで年に一度の語らいは、妹の死を嘆くだけのものから、いつしかゆっくりと意味合いを変えていった。

　しかし五度目になるその日だけは、なにもかもが違ったのだ。










　その日カイザルトが酒場に行くと、イルセは外出中だった。

「騎士様が来るまでには戻ると言ってたんだがな……もうとっくに帰ってきていい時間なのによ」

「そうか。少し見てこよう」

　いぶかる主人にそう返し、カイザルトはイルセを探して酒場を出た。

　通りは賑わいの最中だった。男も女も頬を上気させて、卵白を焼いた生地でたっぷりのクリームを挟んだ菓子を手にしている。幸福をもたらす菓子とも言われる、祭りの名物菓子であるマカラシェだ。妹が生きていたころはよく買いにいったものだった。

　立ち並ぶ菓子の屋台のひとつで足を止め、ひとつ買い求める。

「騎士様、恋人にあげるのかい？　おまけだよ！　頑張んな！」

　否定しても、店員は鼻歌を歌いながら紙袋に入れていく。苦笑して手渡された袋を覗きこめば、菓子はふたつあった。

　渡したときのイルセの反応を想像し、意気揚々と通りを歩く。ところが、いちばん端の屋台まで足を向けても彼女は見つからなかった。騎士としての勘なのか、カイザルトはふと引っかかりを感じて、人通りの少ない裏道へ足を踏み入れた。

「……っ、……ぅ」

　果たして、裏通りの一角でイルセはうずくまって泣いていた。カイザルトからは背中しか見えないが、その背中は小刻みに震えていた。

「イルセ!?」

　仰天して駆け寄ると、イルセが「騎士様？」と真っ赤に腫れた目を向けた。

「なにがあった!?」

　イルセの目の下には青い痣ができ、唇の端も切れている。肌にはいくつも皮膚が裂けた筋が走り、血もにじんでいた。

「誰にやられた!?　おい、誰か騎士団のやつを呼んでくれ！　誰か！」

　薄汚れた裏通りの地面に膝をつき、声を張りあげてひとを呼ぶ。しかしほかならぬイルセに止められた。

「誰も呼ばないで……！　店に戻らないと」

「こんな怪我をさせられて、なにを言ってる！」

「人違いをされただけですから」

　イルセは震える手で、もう一方の手を爪が肌に食いこむほど強く握りしめた。

　食い下がったが、イルセは誰も呼ぶなの一点張りだった。普段のふんわりとした雰囲気とは打って変わった頑なさには、ただならぬ気迫さえ感じられた。カイザルトは折れるしかなかった。

　周囲に目をやれば、イルセのものと思われる籠と、その中身が散乱していた。マカラシェがひしゃげ、クリームが地面に塗りたくられている。

「ごめんなさい。騎士様にもマカラシェを買ったのに、ぜんぶ落としちゃっ……」

　イルセの目から涙がぼたぼたと落ち、暗い地面を濡らした。いても立ってもいられず、カイザルトは震える肩を抱えこんだ。

「どれが俺のだ？」

　クリームが飛びだして見るも無惨な菓子は、ざっと見ても二十はあるだろうか。馴染みの客にも配る気でいたのだろう。

　イルセがそのうちのひとつをおずおずと指す。そのひとつだけ、ほかとは別で丁寧に包んであるのを見たら、胸がつまった。カイザルトは小さな紙袋にクリームがべったりとついたそれを拾いあげ、かぶりついた。

「騎士様！　落ちたものですよ……!?」

　イルセが息をのみ、みるみる顔を歪める。

　次の瞬間、さっきよりも大粒の涙が零れ落ち、カイザルトはたじろいだ。

　マカラシェは潰れてはいたものの、袋に入っていたおかげで汚れてはいない。だからそこまで泣かれるとは思わなかったのだ。

　いつも穏やかに笑うイルセに泣かれると、どうしてよいかわからなくなった。カイザルトはぎこちなく笑った。

「……甘い。久しぶりに食ったが、これで俺にも幸福がきそうだ」

　泣いてぐちゃぐちゃだったイルセの顔に、ほんの少し笑みが戻る。小さな変化だったが、ほっと力の抜けた顔を、カイザルトはただただ可愛いと思った。女の笑みをもっと咲かせたいと思ったのは初めてだった。

　しかしそれが、カイザルトがイルセを見た最後の日だった。
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　なぜ別の娘が思い浮かんだのか。カイザルトは頭からその娘の残像を追いやると、丸椅子で身を震わせるアマンダの手を握った。無意識だった。

「カイ……？」

　手を握ったまま腰を浮かせ、アマンダの背中に片腕を回す。華奢な肩がカイザルトの腕のなかでかすかに跳ねた。

「ひとりで探さずに、お命じになるべきですよ。普段はそうなさるのに、殿下らしくないです」

「そんなことできな――」

「早く『見つけろ』と命じてください。殿下の大事なものも守れずに、俺に騎士を名乗る資格はありません。あの夜のように、俺にはなにをおっしゃってもかまいませんから」

　アマンダの頬がほんのりと赤く染まった。忘れてはいなかったのだと、こんなときに不謹慎だと思いつつ、喜びを覚える。この笑みをもっと咲かせたいと、どうしようもなくそう思いかけ、カイザルトは慌てて打ち消した。

　その望みが単なる敬愛からでも忠誠心からでもない――ということに、気づいてはならなかった。

「じゃあ……カイ。お願い、わたくしの指輪を探して」

　見つけなさいとは言われなかった。媚薬の一件では強気だったのに、今は遠慮がちだった。少し考えて、それが今回は国のためではなく私的な望みだからだと気づく。

　そうやって健気に振る舞うから、どうしても自分がなんとかしてやりたかった。

「――必ず見つけます」

　カイザルトは深くこうべを垂れた。

















三章　幻惑の向こう












　イルセは外庭の隅まで辿りつくと、ため息をついて四つん這いから腰を上げた。花々や低木、下草のあいだをかき分けて探すのももう一週間を超えたが、今日も収穫はない。

（外庭にもないなんて）

　爪に食いこんだ土をおざなりに払う。お仕着せの裾は汚れ、足には虫刺されの痕がいくつもできていた。

　心当たりのある場所はすべて探した。アマンダにも相談して指輪をなくした日に訪問した先に出向き、侍女のふりをして探しもした。

　もうひとつの職場である地下二階の厨房も、皆が寝静まった時間に床を這いつくばって探した。

　けれど、指輪は見つからなかった。そのあいだ、イルセは風邪を引いたと偽って厨房の仕事を休んだ。万が一にも誰かと間違われたらと思うと怖くて足を向けられなかった。アマンダには報告したものの、心配をかけたくなくて、たいしたことではないように振る舞っていた。

「……ふぁ……」

　欠伸あくびが漏れるのを手で隠し、イルセは城壁に沿って地面に手を這わせながら膝をついて進む。ろくに眠れておらず、頭がぼうっとする。毎日、昔の夢を見るせいだった。

　十五歳のときの春陽祭の日に、見知らぬ男性に人違いをされた。

　マカラシェを買った帰りに、指輪が外れてしまったのだった。拾う前に運悪くひとが通りがかり、絡まれたのである。

　イルセはその男性の妻と間違えられ、愛人へマカラシェを買ったのかと激昂された。指輪を慌てて拾おうとすれば、愛人の贈り物かとさらに殴られた。

　恐ろしかった。

　暴行を受けた恐怖だけでなく、見知らぬ相手に憎悪を向けられる可能性もあるのだと、痛感させられたことが恐ろしかった。いわれのない憎悪は幼い心を抉えぐり、自分という存在すら踏みにじられた気がした。

（でも、カイザルト様が……）

　落ちて潰れたマカラシェを食べてくれた。イルセの気持ちを拾ってくれた。

　異能を知らないカイザルトに、深い意図はなかったと思う。けれどそのときイルセは、まるで指輪と共に落としてしまった自分自身を、拾われたように感じたのだった。

　しかしこのまま指輪が見つからなければ、人前にも出られない。自分がいるだけで、また揉めごとを引き起こしてしまう。

（帰るのも……どこに行くのも、怖い）

　いつまでたってもなにも見つけられない薄汚れた指先を見つめ、イルセはぎゅっと土を握りこんだ。
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　それからさらに数日が経ち、カイザルトは会食に出席するアマンダの護衛をしていた。

　この日の会食は国の重鎮とその家族を招いたもので、彼らの日ごろの働きを労うためのものである。あわせて、アマンダの弟であるルーク王太子の結婚相手を出席者の娘から見つくろうためでもあった。

　招かれる側も王族の意図に気づいているだろう。ここぞとばかりに着飾っている。

「ルーク、こちらは宰相の三女のマヒナだ。控えめで気立ての良い娘だぞ。挨拶しなさい。隣が外務大臣の娘のフィオッラ。外国語に堪能で見識が広い。おまえをよくサポートするだろう。そしてその隣は近衛騎士団長の娘の――」

　堂々とした声からは、先日の取り乱した姿は想像もつかない。ひとの上に立つ立場だから当然といえば当然だが、まるで別人のようである。

　ふと、先日とおなじ感想を抱いたのに気づき、カイザルトは自分に失笑した。しかし、あの日の涙を思い返すにつけ、胸の内には焦りがこみ上げる。

　めぼしい場所はすべて探したが、指輪はいまだ見つからない。城内の井戸もさらったが、騎士の領分でできることには限りがある。内密に探すのもそろそろ限界だった。

　会食は表面上は和やかに進んでいた。純白のクロスを張ったテーブルには見た目もあでやかな料理が次々に運ばれ、若い娘に特有の弾けそうな歓声が響く。しかし、ルークはアマンダの隣を陣どり、令嬢には目もくれなかった。

「姉上みたいな女性でなければ、結婚なんかしたくない」

　今のルークほどの歳には結婚の覚悟を決めていたアマンダと比較すると、ルークの態度は幼稚だ。

　そのアマンダはあとわずかで、ランヴァルドの妻になる。

　目の前で堂々と振る舞うアマンダにはふしぎなほどなにも感じないのだが、先日の彼女を思い出せば、胸の奥底に重苦しいものが居座っているのを意識する。それを無理やり頭から追い出したとき、カイザルトは自分の目を疑った。

　参加者の気が場の中心となって話し始めたアマンダへと逸れた一瞬の隙に、ルークの手が素早くアマンダの髪を滑ったのである。

　その場の誰も気づかないようだった。しかし、アイリスの花をかたどった髪飾りが、なくなっていた。

『弟はわたくしのものを盗る癖があって、大いに困る。盗られるのはわたくしのものだけだから大ごとにはなっていないが、悪癖が過ぎるな』

　アマンダが昔、ルークについて語っていたのを、カイザルトはふと思いだした。

『それは一度、殿下から言い含められては？　残念ながら、ルーク殿下の部下は護衛騎士も含め、殿下をお諌いさめできないようですので』

『そうだな、放っておくわけにもいくまい。一度きつく言っておこう。弟がわたくしのものを盗るのは寂しさの裏返しでもあるからと、甘やかしすぎた』

　アマンダが言葉のとおりにして以来、被害はぴたりとやんだはずだった。だが、まだあの悪癖は抜けていなかったのか。

　では、ひょっとすると。

　カイザルトの前で肩を震わせて泣く、悄しょう然ぜんとした姿が瞼の裏に浮かんだ。










　招待客が解散したのを見計らって、カイザルトはアマンダとルークを呼び止めた。

「アマンダ殿下。不ぶ躾しつけな質問で恐れ入りますが、花の髪飾りはどうなさいましたか？」

「つけているが、それがどうかした――」

　アマンダが言いながら髪に手をやる。ぴくりとこめかみを引きつらせたルークの手を、カイザルトはつかんだ。

「返していただきましょうか、ルーク殿下」

「いきなりなんだよ！　なんで僕が！　侮辱する気か？　お前を処罰してやる！」

　わめき始めたルークを見て、アマンダの眉が吊り上がった。

「ルーク、黙れ。いいぞカイ、わたくしが許す。やれ」

　暴れるルークの手首を捻りあげると、ルークは「ポケット……」と弱々しい声であっさり白状した。すかさず白いトラウザーズのポケットに手を入れる。果たして、楚々とした輝きを放つ髪飾りはそこに入っていた。

「ルーク殿下、出来心は今日だけですか？」

「痛いたたたっ！　カイザルト、放せっ……！」

　髪飾りはこの目で見たから強行できても、指輪については証拠がない。下手をすれば不敬罪で首が飛ぶ。それでもカイザルトは追及の手を止めなかった。

　ルークの護衛騎士が割って入りかけたが、アマンダもいるためか態度を決めかねているのだろう。止められる前に畳みかける。

「この痛みはアマンダ殿下のお心の痛みです。さあ、正直におっしゃってください。ほかにも隠したものがあるのではありませんか？」

　ルークが涙目でもがく横で、アマンダが色を失った。

「まさかルーク、お前……指輪を盗ったのか!?　出せ！　今すぐ出せ！　どこにやった!?」

　見たこともない姉の剣幕に怯えたのか、ルークがその場にへたりこむ。

「ごめんなさい、姉上……っ、指輪……僕の部屋に……っ」

　泣き出したルークを外庭の芝生に放りだし、カイザルトは彼の私室へと駆けだした。
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「イルセ、いるか？　開けるぞ」

　声と同時にアマンダが衣装部屋に続く内扉から現れ、今日も外をこっそり探し回っていたイルセは慌てて手巾で手を拭いた。

「イルセ、すまない」

　アマンダに顎を掬いあげられる。なにかと思えば、アマンダが辛そうな顔でイルセの目元の隈くまに触れた。

「殿下？　なにかあったのですか？」

「まだ確証はないが……もうすぐカイが戻る。あちらで待機してくれ」

　珍しく歯切れの悪い調子で、アマンダが衣装部屋の向こう――彼女の部屋――を指す。

「替え玉のお仕事ですか？　どちらにうかがえばよろしいでしょう？」

　沈痛な面持ちのアマンダに微笑めば、アマンダが唇を歪めた。

「おまえは、わたくしの前では泣かないのか」

「えっ」

「いや、おまえの鎧よろいを解くにはわたくしでは役不足だな。とにかく、話を聞けばいい。その上でイルセのしたいように命令してくれ。この件に関してはイルセにわたくしの権限を預ける」

　なんの話かと問うより先に早く行けと急かされる。イルセは釈然としないものを感じつつ王女のドレスに着替えて隣室に入った。

「わたくしは、部屋では寝台で本を読むことが多いぞ。同様にすれば不審がられない」

　背後の扉が閉まり、おそるおそる寝台に乗りあげる。イルセは背中をクッションに持たせかけ、脇に置かれていた本を手に取った。

「ふあ……」

　眠れない日々が続くなかで文字に目を走らせたからか、それともアマンダの寝台の寝心地が素晴らしいからか、瞼が抗いがたく重くなってくる。

（指輪が見つからなかったら、どうすればいいのかな……）

　イルセは本を閉じて身体を横たえる。夢の世界に旅立ったのはそれからすぐだった。










　指輪を隠したのは、やはりルークだった。

「姉上が結婚相手の候補なんか連れてくるから」と泣く王太子に、同情よりも呆れが勝った。いや、憤りのほうが正しい。

「ルーク殿下はいずれリッセンを背負って立つ御方です。盗み癖のある王太子に国を預けられるとお思いですか？」

　アマンダのしか盗んでいないとか、これくらい遊びだ、とか。しまいには、お前が俺に口出しするなとまで。およそ予想の範囲内の癇かん癪しゃくを受け流し、カイザルトは指輪を取り返したのだった。

　足早にアマンダの部屋の前まで戻り、呼吸をととのえて扉を叩く。しかし反応がない。

「殿下？　カイザルトです」

　返事はなかったが、アマンダからは中で待つと聞いていた。つかのま迷ったが、泣き顔が頭に浮かび、一刻も早く渡そうと思い切って中に踏みこんだ。

　部屋は静かでアマンダは不在のように見えたが、寝台に気配を感じる。カイザルトは天蓋の幕をほんのわずか開けた。

「殿下」

　アマンダは眠っていた。目の下に隈がある。会食の際には隈はなかったと思うが、気のせいだろうか。化粧で隠していたのかもしれない。

　眠るアマンダは無防備なせいか、雰囲気がやわらかい。やわらかいといえば、このところ口調がやわらかく感じるときが多くなった。「礼を言う」が「ありがとう」に変わったのがその最たるものだ。そう告げられたときに胸の奥がざわめいたのを思いだし、知らず喉が鳴った。

　落ち着こうと深く息を吸えばほんのりと甘い匂いが鼻をくすぐる。

　ふたたび胸がざわつくのから気を逸らそうと、カイザルトは指輪を取りだした。改めて目にすれば、その指輪には見覚えがある気がした。だがどこで見たのか思い出せない。気のせいだろうと結論づけ、カイザルトはアマンダの左手をとった。

　これまでなら、眠る主に勝手に触れるなど考えもしなかった。しかし、なくした指輪が指に嵌まっていればどれほど喜ぶだろうかと思えばいてもたってもいられず、カイザルトは寝入るアマンダの左手の薬指にゆっくりと指輪を嵌めた。

　――そのとたん、目を疑った。

　眠る女性の姿がゆらりとぶれる。なんだ？　と目をまたたいた次の瞬間、アマンダが消えていた。

　代わりにアマンダの寝台で彼女のドレスを着て眠っていたのは、三年前にカイザルトの前から姿を消して以来、一度も会えずにいた――。

「イルセ……!?」

　弾かれたように手を放し、おそるおそる寝顔をのぞきこむ。頭がにわかに混乱して内側から叩かれたみたいに痛んだ。そこにいるのは何度見ても、かつてカイザルトのそばで話を聞いてくれた娘であった。

「なぜここに。殿下は……」

　声が掠れ、とっさに嵌めたばかりの指輪を抜き取る。ジジ、ジジ、と蝋ろう燭そくが燃え尽きるのに似た音がして、女性が一瞬アマンダの姿を取り戻す――が、またたくまにイルセの姿に変わった。

　驚いて続く言葉が見つからないまま、カイザルトはイルセと指輪を見比べる。

　もう、アマンダの姿は影も形もない。以前、まるで別人だと頭によぎった考えそのままに、別人がそこにいた。

「……イルセ」

　説明のつかないことは山ほどある。イルセがここにいる理由も、アマンダの行方も。今しがた目にした光景の意味も。

　だが頭で考えるのとは別に、カイザルトの感情は紛れもなくこの状況を歓迎している。

　湧きあがった気持ちは、自分でも抑えこむのが難しいほどの強烈な歓喜だった。
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　天鵞絨ビロードの天幕が開く音で、イルセの意識が浮上した。

「殿下、アマンダ殿下……そろそろ一度お目覚めになったほうが」

　メリエルだ。替え玉として振る舞う最中だったと思い出し、イルセは飛び起きた。

「今夜はこのままにして差しあげようかとも思いましたが、髪も結いあげたままでしたので……」

「寝てしまったのですね。起こしてくださり、ありがとうございます」

「その話しかたはイルセですね？　あ、……今イルセの姿に戻りました。てっきりアマンダ殿下かと思っておりました」

　思いこみがあるうちは、メリエルにはアマンダにしか見えないだろう。しかし、イルセがいる可能性に思い至れば、幻惑は解ける。

　その証拠に、今のメリエルの話しかたはアマンダに対するものとは異なる。メリエルはイルセとふたりのときは、声に恐れが乗るのである。表情には出なかったが、異能への怯えがあるのは見てとれた。

「今夜は公務もございませんから、イルセも戻ってよいですよ」

　向けられるかすかな怯えは、慣れたとはいえ気持ちのよいものではない。やはり異能持ちが受け入れられることは、難しいのだと突きつけられる。

「カイザルト様は？　殿下から、ここで話を聞くように言われたんです」

「では、すぐにお呼びします」

　寝台を降りて窓辺のテーブルセットで待つと、まもなくカイザルトがやってきた。ところがカイザルトはどこか緊張した面持ちで、目も泳いでいる。常に一定のリズムを刻む靴音にも、かすかな乱れがうかがえた。

「殿下……ご機嫌、いかがですか。なにか変わったことは？」

「特にないが？　つい一時間ほど前まで、わたくしのそばにいただろう」

「そう……ですね」

　カイザルトにしては歯切れが悪い。

　椅子に腰掛けたイルセの前に片膝をつく仕草はいつもどおりだけれど、なかなか顔を上げない。かと思えば、運ばれてきた茶にイルセの目が逸れたとたん、射貫くような視線を向けてくる。目が合うと、また逸らされる。

「話があるのではないのか？　カイ」

　なんとも言えない複雑な顔をしたカイザルトが、意を決した風に口を開いた。

「はっ……殿下。実は指輪が見つかりました」

「ほんとう!?　どこにあったの!?」

「ルーク殿下が持ちだしておられました」

　カイザルトが指輪を取りだす。イルセは待ちきれずに椅子から降り、カイザルトの前に両膝をついた。

「よかった……ほんとうによかった……！」

　渡された指輪にはどこにも傷はなく、黒ずんだ指輪の外周に沿って文字が刻まれている。たしかにイルセのものであった。

　どっと力が抜け、イルセはその場にへたりこんだ。止めるまもなく、ぼろぼろと涙がこぼれた。

「……殿下、ルーク殿下の処罰はどうなさいますか？」

「処罰なんて……指輪が無事に戻ってきたのだもの、それでいいわ」

「しかし」

　言いかけたカイザルトにかぶりを振って遮る。

「カイも……ありがとう……ほんとうに……見つけてくれてありがとう……たくさん探して……」

　言い終える前に、頭に大きな手のぬくもりが乗った。

　顔を上げると、ひどく優しい目とぶつかって心臓が小さく跳ねる。

　頭から頬へ、カイザルトの手が肌を滑り、ゆっくりと親指の腹で涙を拭われる。

　跳ねた鼓動が走りだした。

「カ……カイ？」

　返ってきたのは、いっそうやわらかな顔で。その笑みはこれまで見たどの笑みとも違った。

「やっとあなたのその顔が見られた」

　いっそう大きく心臓が跳ねた。

　胸が甘く高鳴って、カイザルトの目に吸いこまれそうになる。

「すごく……大事なものなの。カイ、お礼をさせて……なにがいい？　カイの好きなものはなに？　考えてみれば、カイの好きなものもほとんど知らない……」

　カイザルトが目をしばたたかせる。かと思うと、その表情がまたやわらかく崩れた。

「では……一日、いえ半日でも構いません。あなたの時間を、俺にください」
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　けっきょくカイザルトの要望で城下を散策することになり、動揺のおさまらないまま、その日がきてしまった。

「まずいです……！　それにカイザルト様への褒美ですから、殿下がお出かけになったほうがよいのでは……っ」

「わたくしが城下を歩くのか？　それこそ替え玉の必要な場面だろう。だいたい、礼をしたいのはイルセではないか」

　アマンダはどこ吹く風といった様子でイルセの肩を叩く。返す言葉もないが、それでもイルセはまだ迷っていた。

　お忍びとはいえアマンダのふりなので、指輪を嵌めて髪も目の色も違うイルセになることはできない。しかし指輪がなければ、お忍びの格好をしたイルセはまた人違いをされる可能性もある。

「ぐだぐだ考えてないでさっさと行け。カイを待たせているぞ、好きなのだろう」

「うぇっ？　殿下っ!?　どうして」

　ぐっと喉がつまり、イルセは咳きこんだ。

「見ていればすぐにわかる。イルセはカイの話をするとき、頬に薔ば薇らが咲く」

　赤くなった頬をとっさに両手で挟むと、アマンダに笑われた。

「素のおまえは、感情が素直に出るな。カイにとられるのは癪しゃくだが、あれは堅物な分、よそ見をせん。おまえを大事にするだろう」

「滅相もございません。第一、身分が違います。私の望みは、カイザルト様が御自身の望みどおりに殿下をお守りくださることです」

　まさかとは思うが、とアマンダが急に真顔になった。

「おまえは以前、わたくしが婚姻の妨害工作に遭っていると耳にして替え玉を思いついたのだと言ったな？　あれは、実はカイのためか？　城に上がる前からカイに懸け想そうをしていたのか」

　なんて鋭いのだろう。赤かった頬にさらに熱が昇った。

「……呆れておられます？」

　アマンダが額に手を当てて深いため息をついた。

「健気もそこまでいくと病気ではないか！　よし、カイはリッセンに残す。受けとれ、替え玉の褒美としてカイをやる」

「いけません！　カイザルト様の望みを取りあげないでください」

「ならば、イルセ。おまえもわたくしと共にエンゲルフトにくるか？　おまえひとり増えるくらい、問題ない」

「それは……」

　甘美な誘いだった。うなずけば、職務のあいだはアマンダやカイザルトとこの先も一緒にいられる。叔父たちに会えなくなる寂しさを考えても、心が揺れる。

　しかし、イルセはたっぷり考えたのち、きっぱりと首を横に振った。

「いえ、私は行きません」

「好いた男に会えなくなるのだぞ？」

　イルセは、真摯な答えを返すべきだと口調を改めた。

「好きだから、です」

　きっぱりと言うと、アマンダがはっとした。

「私はこの能力を使うなと、叔父夫婦には長いあいだきつく戒められてきました。使ってしまったせいで、恐ろしい目に遭ったときもあります。それでも、私は私の勝手な望みのために戒めを破って城に上がりました」

　カイザルトに生きる目的を失わせたくないと思って始めた替え玉だが、替え玉をすれば彼に近づけるという思いがなかったと言えば嘘になる。

「さいわい殿下は受け入れてくださいましたが、本来は人目に触れてはならないものです。ましてエンゲルフトに知られれば、軍事利用される可能性もあります。私は殿下も、カイザルト様も大切です。おふたりの足かせになるかもしれないのに、ついていくわけにはいきません」

　アマンダにランヴァルドというこの上なく頼もしい伴侶ができれば、替え玉は不要になる。それでもイルセがふたりのそばにいれば、和平を結んだとはいえまだ友好的とは言いがたい他国で、自身の存在がふたりの障害になる危険性だけ。

　だから、イルセはここまでだと決めていた。

「おまえは、自分の取るべき行動を判断できる聡明さがある。その行動を実行する意志の強さもある。わたくしはそんなおまえに敬意を払う。だが、おまえはばかだ。大ばかだ。わたくしはおまえに助けられたのに……」

「あと少しですが、陛下のご無事を見届けさせてください。ほかに褒美など要りません。では、いってまいります。カイザルト様に楽しんでいただけるように、頑張りますね！」

　カイザルトの大事な日に、一緒にいられる。それこそ、いちばんの褒美だ。

　今日は、リッセンの春陽祭。そしてカイザルトの妹の命日である。










　イルセは変装と称して、下町の娘らしい服装に着替えた。若草色のシンプルな長袖ワンピースに膝下までのブーツ姿である。ワンピースの腰には革紐を巻き、右脇に巾着を提さげた。髪も結いあげずに片側に流して緩く編んだだけ。酒場で働いていたころの格好に近い。

「待たせたな、カイ」

　外套を羽織って厩舎に着くと、カイザルトはすでに鹿毛かげの馬と共に準備万端で待っていた。

　いつもは丁寧に撫でつけられた髪が今日は無造作なのが、新鮮だ。シャツではなくオリーブ色のカットソーとベージュのズボン姿もラフで、距離が近くなった気がする。そわそわしていると、視線を感じた。カイザルトにじっと見つめられている。

「カイ？　この変装、どこかおかしいか？」

「いえ、なんでも……おわっ」

　ふっと目元を緩めたカイザルトがいきなり前のめりになり、イルセの鼻が胸にぶつかった。

「ぶっ」

　ぶつかった反動でよろめいた身体を引き寄せられて、心拍数が上がる。

「怪我はっ？　悪かっ……申し訳ございません。レブロスにやられて」

　どうやら彼の愛馬に背後から鼻先で突かれたらしい。カイザルトはレブロスに怒るが、その表情は仕事中と違って気安さを感じる。冷静そのものの顔もいいけれど、適度に力の抜けた今の顔も好きだな、とこっそり思う。

「鼻が赤くなってしまいましたね。冷やしてさしあげたいのですが……」

「これくらいで大げさな。赤みはすぐ引く」

「しかし」

　怪我がないかと頬にまで手のひらを這わせられる。その目は真剣そのもので、純粋に王女の身体を案じるだけとはいえ、鼻どころか頬も耳も熱くなった。なまじその手つきが優しいから、反応に困る。

「いいから。は、早く行こう」

「はい。ではさっそくですが、今日は俺も言葉を崩します。殿下も、怪しまれるので楽にしてください。それと殿下と俺は今、町娘とその恋人という設定なので、しっかり頭に入れておいてください」

　そう言って、カイザルトは目元を優しくした。もう恋人の演技が始まったらしい。不意打ちに胸がきゅうっとして目が泳ぐ。

「それで、俺のことはカイでいいとして、あなたをアマンダと呼ぶのは避けたほうがいいな。あなたは……」

　思案顔になったカイザルトは、すぐに破顔した。

「イルセ、はどうだろう？」

　心臓が縮み上がった。

「っ、どうしてその名前」

　珍しい名前ではないとはいえ、訊かずにはいられない。

「好きな名なんだ。嫌なら別の名前にするが」

「嫌では……でも」

　イルセは狼狽を隠して、カイザルトの顔をこっそりうかがう。

　名前を呼んだからといって、カイザルトに映るアマンダの姿が変化した様子も、それに驚く感じでもない。昔の記憶はないのだと知って胸がちくりと痛んだ。しかしカイザルトがただの酒場の店員を覚えていなくても無理もない。数えるほどしか会わなかったのだからなおさらだ。

　ともあれ、気づかれずにほっとしたのも事実だ。イルセは気を取り直す。

「わかった、カイ。それでいいわ」

「よし、行こうか。イルセ」

　ふたたび、ほんとうの名前を呼ばれる。

　それは心の底にまで届いて居座るから、また胸が甘やかな音を立てた。










　馬を下りてしばらくは、イルセは大人しくカイザルトについていくばかりだった。しかし、久しぶりに生まれ育った下町の雰囲気に触れたのと、祭り独特の高揚感も手伝い、しだいにうずうずしてくる。

「カイ、こっち！　マカラシェを買うなら、あの角の店がいい……」

　足取りも軽やかに言いかけてから、イルセは慌てて「と思う」とつけ足す。カイザルトはイルセの焦りに気づいた風もなく視線をめぐらせた。

「どれ？　よし、行こう。長蛇の列だが、並ぶのは平気か？」

「私は平気、カイは？」

「あなたが平気なら、俺は問題ない。はぐれないで」

　しごく当然のような仕草で手を取られる。普段よりも甘さが前面に出た口調に、鼓動が甘く鳴った。

　繋がれた手が大きくてあたたかい。ぐっとやわらかな表情にも、脈が加速してしまう。指先から脈が伝わりそうで落ち着かない。

　行列に並ぶこと三十分。ようやく軒先に並んだ籠に山と積まれたマカラシェと対面した。

「カイの分のマカラシェも私が買うね」

「いや、俺がふたり分買う」

「だめよ、私があげたいの。私の楽しみを取らないで」

　譲らないとばかりに軽く睨むと、カイザルトが苦笑して財布を仕舞う。イルセは喜々として、彼の分のほかアマンダたちの分も買いこんだ。

「これは、カイに。できたてがいちばん美味しいから、冷めないうちに食べて」

　店を離れ、ひとつだけ別包装にしてもらった包みをカイザルトに渡す。昔も、ほんとうはこうしてできたてのマカラシェを渡したかったのだ。ようやく叶った。

「ありがとう。イルセの分は？」

「忘れてた！　でも私は見るだけでお腹いっぱい」

　すると、また目元を優しくしたカイザルトが、マカラシェを半分に割った。

「はい、口を開けて」

「カイっ？　ちょっ……困る」

　片方を口元に差しだされ、イルセは固まってしまった。

「イルセ、ほら早く。クリームが垂れる」

　声もなんだかやわらかい。カイザルトは恋人の演技が板についていて、いちいち心臓が跳ねてしまう自分とは大違いだ。

「う……わかった」

　イルセも頬を染めつつ思いきって口をわずかに開ける。

　まだほんのりあたたかいマカラシェが、そっと口の中に押しこまれる。生地がほろりと崩れ、甘ったるいクリームが口に広がった。ほんのわずかだけ、カイザルトの指が口内に触れ、やがてゆっくりと引き抜かれる。

　どきどきした。

「どう？」

「ん……美味しい。ありがとう、カイ」

　妙に照れてしまって控えめに笑ったら、カイザルトはもっと表情を溶かして、もう半分を口に入れる。

「元はといえば、イルセが買ったんだろ。久しぶりだな、この味……甘い」

　カイザルトはしみじみとした様子で目を細め、指についたクリームを舐める。

「あなたに言われてから、俺の好きなものはなにかとずっと考えていた。騎士の職務に明け暮れて考えたことがなかったんだ。だが……あなたと食べるマカラシェは好きだな」

　カイザルトの笑みが眩しくて、どうしていいかわからなくなった。

「じゃあ……これからたくさん、好きなものを見つけるといいわ」

　目が合って、じっと見つめられる。ふと片側で編んだ髪に触れられ……一瞬の間があった。

「そうだな」

　くしゃりとカイザルトの表情が崩れる。

（恋人の前ではこんなに甘い顔を見せるひとだなんて……知らなかった）

　勘違いするつもりはないけれど、この調子で甘やかな一面を見せられたら心臓が保もたないかもしれない。










　イルセたちは、カイザルトの古巣である中央騎士団の詰つめ所しょにも立ち寄った。カイザルトに事情を説明された騎士団長らに平伏されて恐縮したものの、彼らと話すカイザルトは生き生きして見飽きなかった。

　今日は、カイザルトの色んな表情を見ている。目にするたび頬が緩んで、この調子ではいつか落ちそうだ。

　ところがそのあと連れてこられた場所を前に、イルセは立ち尽くした。

「ここ……」

「俺の行きつけだった酒場なんだ。付き合ってほしい」

　目の前にあるのは、叔父夫婦の営む酒場だった。心臓が痛いほど脈打ち、顔を上げられない。思わず指輪をしていない左手に目をやる。

「お願い、今だけはイルセと呼ばないで」

　その声が届いたか確かめるより先に、カイザルトがドアを開けてしまう。カラン、と懐かしいベルの音が耳を打った。

「いらっしゃい！」

　緊張で身を固くしつつ、奥のテーブル席につく。注文をとりにきたのは叔母だった。

「騎士様！　三年ぶりじゃないかい？　元気にしてたかい？　来てくれて嬉しいよ。あら、恋人？」

　ぎくりとして目を伏せるイルセの向かいで、カイザルトが愛想良く返した。

「おなじ職場の同僚だが、内緒にしてくれ。騎士団のやつらに見つかると面倒だ」

「騎士様にもとうとう春が来たんだねえ。安心しな、秘密は好きだよ」

　叔母は恋人の正体に気づく様子もなく、ジョッキをふたつテーブルに置く。ビールと、橙だいだい色の果実水だった。

「これはうちからの奢りね！」

　厨房に戻る叔母にほっとしつつ礼を言い、さっそく乾杯する。ひと口飲んで驚いた。果実水かと思いきや、お酒だ。透き通る橙色に憧れて、「作って」と叔父にせがんだ記憶がよみがえる。

　看板料理であるシチューの味も昔と変わらない、叔父の味だ。顔は見えないけれど、元気にしていることがあたたかいシチューから伝わってくる。

「いいお店ね。連れてきてくれてありがとう」

「どういたしまして」

　城仕えをすると決めて叔父夫婦の元を離れてから三年間、イルセは一度も戻っていなかった。仕事内容は口外できなかったから、うかつに帰れなかったのである。

　名乗れなくても、久しぶりの再会に胸がいっぱいになった。

「相変わらず繁盛しているな。主人夫婦も健在か……」

　カイザルトが難しい顔をしたのだけが気になったが、イルセは店内を見回して尋ねた。

「カイはこれが最後なのね。来年はエンゲルフトで……そういえば、お家は大丈夫なの？」

「伯爵家といっても俺は次男だから、痛くも痒くもない。むしろミリーのためにもしっかり務めてくれと諸手を挙げて賛成されたよ。ただ……」

　ジョッキのお代わりが運ばれてくると、カイザルトは居住まいを正した。

「あなたは、どうするんだ？」

　名前を呼ばれずにすんでほっとするまもなく、ふいの質問にどきっとした。カイザルトの目が、心なしかとろりとしている。

「辛くないのか？　辛いことがあれば、俺が話を聞くと言った……」

　カイザルトの目がほんのり赤い。けれど、ひたりと向けられたまなざしは強い。

「辛いことなんてないわ。今日も楽しかった、マカラシェも美味しくて――」

「辛くなくても話を聞く。話したいことは？」

　いつになく強引に踏みこまれて返事ができずにいると、カイザルトがまたジョッキを空けてさらに質問を重ねる。

「たとえばだ。いっさいのしがらみがなかったらなにをしたい？　自由な身だったら」

　カイザルトは話題を変える気がないようで、やけに踏みこんでくる。けれどなぜ急に辛いと言われたのかも見当もつかない。アマンダとなにかあったのだろうか。

「……考えつかない」

「考えて」

「手加減してよ、カイ」

「しない。答えて」

　いよいよ途方に暮れて、イルセはテーブルに目を落とす。

「……こういう酒場で働く、とか」

　叔父夫婦の元に戻って、三年前までと変わらず過ごせたらいい。指輪は決して外さず、誰にも異能を知られずに、いたって普通の町娘としてつつがなく過ごせたら。

　どこかすっきりとしないながらも、そのひっかかりを無視して続ける。

「いつかは酒場のお客さんと家族になって、そのひととお店を開いて。畑で野菜を育てて、お店に出したりするのかもしれない。子どもができたら一緒に料理をするのかも」

「客と結婚!?　やめておけ。とんでもない男につかまるぞ。野菜を育てるなんて生ぬるいことをしてるあいだに、男は酒場に入り浸って帰ってこなくなる。……そいつがあなたを幸せにできるわけあるか……」

　途中から声が揺れた気がして顔を上げると、カイザルトの目がますますとろんとして赤くなっている。はっと目をやると、テーブルにはいつのまにか、五杯分の空のジョッキが並んでいた。脈絡のない質問は、酔ったせいだったのか。

「そんな男、やめろ……俺が野菜くらい育ててやるし、料理もする……これでも騎士団の遠征時には自炊していたから腕は悪くないんだ。な……？」

　ろれつの回らない口調で身を乗り出したカイザルトの目から、涙があふれた。酒癖のせいとわかっていても、胸が跳ねる。

「もしもの話だから……！　ね？　カイ」

「俺なら狩りもできるから……鹿でも兎でもとってくるから、それで飯作ろう、な？　……っく、絶対旨いの作ってやるから。……っく、子どもだって俺が十人でも二十人でも作ってやる……絶対あなたに似て可愛い子が生まれるから……」

「二十人でもって、そんな無茶な……カイっ？」

　どさりと音を立て、カイザルトがテーブルに突っ伏した。

「カイっ」

「俺がほしいのは、そんな答えじゃなくて……っく、俺が、あなたを……」

　胸にちくりと細い針が刺さって、ずきずきした。その理由にも気づかされてしまった。

（そう……なのね。カイザルト様は、殿下が好きなのだわ。でもそれは叶わなくて……）

　好きだから、五杯分のお酒の力で叶わぬ恋との折り合いをつけようとしている。

（私と、おなじ）

　すすり泣くカイザルトの伏せた頭を繰り返し撫でる。それくらいしか、できることが思いつかなかった。










　あれだけ飲んで泣いても、イルセのうしろで手綱を操る手にはいささかの乱れもない。王女の専属護衛騎士になるだけのことはある。カイザルトの優秀さには驚くばかりだ。

　馬の背に横座りした帰り道。横目でカイザルトの表情をうかがうも、日の落ちた薄闇のなかではよく見えない。

　言葉が見つからないうちに、無情にも城の威容は近づいてくる。ところがあと数分で城門というところで、カイザルトは馬を止めた。

「城に戻る前にもうひとつだけ、褒美をもらってもいいか？」

　泣いたあとの低く掠れた声に、真剣な目。ふり返ったイルセは、一瞬息を止めた。

「……私にあげられるもの？」

「ああ」

　言ったきり、カイザルトは手綱を遊ばせた。

「カイ？」

「ああ。その……あなたに」

　ようやく、カイザルトがためらいがちに口を開いた。その目に吸いこまれそうになる。

「あなたに……触れたい」

　胸がひりひりと引きつれた。

「え、っと……。どうぞ？」

　さっきも手を繋いだから、と手を出すと骨張った手が伸びてくる。ところが手を握られたのではなかった。

　顎に手をかけられる。

「カ……」

　ひどくゆっくりと、下唇を親指の腹でたどられた。

　真剣な目に射貫かれたのが、街灯のほのかな明かりでもわかった。その目が、心なしか切なそうに細められたのも。

（目……逸らせない）

　上唇もおなじように親指でなぞられ、息をつめる。

　空気が甘く濃密になった気がして、いたたまれずに目をつむる。鼓動が肌を突き破りそうだ。カイザルトの気配が近づいてくる。

「……？」

　ところが目を開けると、カイザルトは元どおり手綱を握っていた。

「行きましょうか。遅くなりましたね」

「え……」

「今日は、遅くまで付き合わせてすみません。ありがとうございました。これを」

　イルセが尋ねるのを遮るようにカイザルトが敬語でそう言い、小さな紙袋を取りだした。中をのぞきこみ、イルセは目を丸くした。

「マカラシェ？　え、どうして……」

「俺もあなたにあげたかったので、こっそり買いました。あなたが食べて」

　カイザルトがふたたび手綱を握る。カイザルトの足音に似て生真面目そうな蹄ひづめの音だけが響いた。

「……ありがとう」

　色んな感情がごちゃまぜになって、けっきょくイルセはそれだけしか言えなかった。
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　今、目にしているのは本物のアマンダだと、ひと目でわかった。

　イルセも近くにいるはずだと思うが、王女の部屋に彼女の気配はない。

　眠るイルセに指輪を嵌めたときこそ本物のアマンダの不在に狼狽したものの、彼女が替え玉だということは、すぐに気づいた。注意深く記憶を掘り起こせば、アマンダの態度を「別人のよう」だと感じたことが何度かあったからだ。

　王女がふたり一役なのは疑いようもない。城内のどこかに替え玉用の部屋があるのだろう。

「殿下。妨害工作の件で折り入ってご報告がございます。夕食後にお時間をいただけますか？　犯人がわかりました」

　カイザルトはそれとなく室内に目を走らせつつ、窓辺に立つアマンダに申し出る。

「了解した。やっと見つかったか」

「ええ、お待たせしました。王都で昔の同僚と話したのが解決の糸口になりました」

「休みの日も仕事を忘れないのか。おまえらしいな」

　一度、気づいてしまえばふたりの違いは明らかだ。イルセがどれほどアマンダに似せようと、惑わされることは二度とない。どんな格好をしていても――たとえ王冠や錫しゃく杖じょうを身に着けていたとしても、まとう空気が違う。

　アマンダが照りつける夏の太陽なら、イルセは春の木漏れ日だと言えばしっくりくる。空気の温度の違いだけでどちらかわかる。それに、ふわりとした笑みはイルセだけのものだった。

　夕食を終えたアマンダと共に王の間へ向かえば、すでに国王とルークが揃っていた。

「アマンダ、お前の婚姻の妨害行為についてだが、首謀者はルークだった。カイザルト、よく突き止めたな」

「ルークが!?」

　淡々と告げる国王の印象はアマンダよりもさらに強い太陽の光だが、その脇でルークは青ざめていた。

「ルーク殿下。贈り物への細工くらいならまだしも、護衛騎士を使ってアマンダ殿下に矢を射かけさせたのは看過できません。ましてや薬を盛るなどもってのほかです」

　薬？　とアマンダがけげんそうに言いかけて口をつぐむ。その態度で、媚薬を飲まされたのはやはりイルセだと確信した。

「エンゲルフトでアマンダ殿下が薬を飲むように手を回しましたね？　飲み物に混ぜて殿下に飲ませたのはランヴァルド殿下の血縁の男でしたが、薬の出所を追ったところルーク殿下の護衛騎士に行き当たりました」

「ルーク、おまえが護衛騎士に命じたのか」

　返事のないルークの代わりに答える。

「殿下の護衛騎士は王都の闇商会を通じて薬を購入していました。中央騎士団の元にその情報が上がってきていましたよ。ルーク殿下の指示ということもあり、中央のやつらも報告しあぐねていたようです」

　王都でその話を聞いてすぐ、カイザルトは中央騎士団に協力を要請して裏をとった。違法ぎりぎりのグレーゾーンにある媚薬の売買情報をこの短時間で手に入れられたのは、彼らのおかげだ。実行したのはルークの護衛騎士、首謀者はルーク。

　ルークは自身の護衛騎士を使って、妨害行為を続けていたのである。

「矢は当たらないようにしただろ!?　姉上に当てるわけないじゃないか。ちょっと脅かすだけだったんだ！　それに僕はエンゲルフトの王族なんか知らない！　僕はただ姉上に……っ」

　ルークが口ごもる。視線を泳がせた弟を一いち瞥べつして、アマンダが怒りをあらわにした。

「さっさと言え。ルーク、おまえがやったのは国民への裏切り行為だ」

　カイザルトも追い打ちをかける。

「薬の一件はアマンダ殿下の意向を汲んで公にしておりませんでしたが、ランヴァルド殿下も独自に調査を進めておられるようです。ランヴァルド殿下に敵対する者と、リッセンが通じていたととられるのは大変にまずい。本件は悪戯ではすまされません。ランヴァルド殿下にも報告させていただきます」

　事の大きさをやっと自覚したのか、ルークがガタガタと震えだした。カイザルトは殴りたい衝動をこらえて拳を握りこむ。

　王族としてあるまじき幼稚さのおかげで、イルセがどれほど心労を負ったか。

「ルーク。わたくしを失望させたな」

「姉上！　だって姉上はカイザルトが好きなんでしょう!?」

　突拍子もない発言に、そのとき場がしんと静まり返った。

「なっ……？」

　声を裏返らせるアマンダと反対にルークが勢いづいた。

「見ればわかるよ！　姉上はいつもカイザルトを見てるんだ。最初はただ姉上に遠くへ行ってほしくなくて始めた、嫌がらせだったけど……姉上はカイザルトを好きなのに、あんなごついおっさんと結婚させられるなんて嫌じゃないの？　カイザルトだって姉上が好きなのに！」

「……待て、ルーク。つまりおまえは、わたくしの恋のために婚姻を妨害したというのか？」

　アマンダがこめかみを揉んで眉を寄せる。

「そうだよ、姉上にはカイザルトと結婚してほしい！　そうすればリッセンから出なくていいじゃないか。薬のことは、間にエンゲルフトの王族が入るなんて思わなかったけど……。カイザルト、お前も姉上と結婚したいだろ!?」

「は……？」

　あまりに突飛な発言に、カイザルトはアマンダと顔を見合わせた。互いに間の抜けた顔である。

　深々と息をつくアマンダに恋情は見られない。当然ながら、自分もおなじだ。……ルークの勘はあながち外れとも言えないが。

　アマンダが咳払いをしてルークに向き直る。

「ルーク、わたくしはヴァルを好ましく思っているぞ」

「嘘だ！」

「嘘ではない。あのかたをどう攻略しようかと、輿入れが楽しみでならん」

　ルークはがっくりと肩を落とす。けっきょく、ルークの処分は国王に任せることになり、カイザルトはアマンダと部屋を辞した。

「外交問題に発展しなければよいが」

「後処理はお任せください。これを機に、ランヴァルド殿下と協調する手もあるでしょうから。……ただ、今回の件ではひとつ気になることが」

「なんだ？　エンゲルフトの動向に不審でもあるのか？」

　妨害工作は蓋を開けてみれば、やけにあっけない幕引きだった。そのわりに、解決まで時間がかかりすぎたように思うのだが。

「……いえ、思い過ごしでしょう。失礼しました」

　するとアマンダが小さく笑った。晴れ晴れとした顔だ。

「ところでだ、今日の褒美をやる。なにが良い？　なんでも用意してやる、考えておけ」

「褒美、ですか」

　カイザルトはつかのま逡巡したが、すぐに返答を決めた。妹を亡くしてからは、アマンダを守ることこそが生きる目的だった。

（だが今は、俺がほしいものも守りたいものも、ひとつしかない）

　自室の扉を開けるアマンダを追いかけ、カイザルトは部屋に踏みこんだ。

「殿下。では――」

　片膝をつき、胸に手を当てて見あげれば、ふり返ったアマンダが目をみはった。

「殿下が輿入れを終えられましたら、護衛騎士を辞めさせてください」










　アマンダの帰りを今か今かと衣装部屋で待っていたイルセは、部屋の扉が開く気配に耳をそばだてた。悪戯の犯人がわかったとアマンダから伝えられ、少しでも早く真相を知りたかったのである。

　ところがアマンダに続いてカイザルトの足音も聞こえてきて、イルセは息をひそめた。

「――護衛騎士を辞めさせてください」

　思いもよらない告白に、イルセは耳を疑った。

「おまえの命はわたくしに預けると、叙任の際に誓わなかったか？」

「誓いを破ることをお許しください。しかし、殿下にはランヴァルド殿下がいらっしゃいます、俺がいなくてもあの方が殿下を守るでしょう。どうか、おそばを離れるのをお許しいただけませんか」

　切なる訴えなのが、痛いほど伝わってくる。今ならわかる。先日の夜、カイザルトはアマンダにキスしようとしたのだから。

　あのあと城に戻って口にしたマカラシェの味は、甘いはずがどうしてか苦く感じた。

「一生をかけて殿下をお守りすると誓いました。それが妹の願いであり、俺の望みでした。ですが俺はもう、あなたをお守りすることができません。俺は……」

　イルセは震える膝に力を入れて、内扉からあとずさる。

（その先は、盗み聞きなんてしちゃいけない）

　第三者が聞いていいものじゃない。カイザルトが秘めていた、大事な、大事な想い。それだけじゃない。

　カイザルトの気持ちを知ってはいても、正直に言えば改めて耳にするのは怖い。

「気づいたんです。ずっとあなたが――」

　イルセは耳を塞いで衣装部屋から自室に飛びこんだ。なにも聞こえないように、寝台に深く潜りこむ。そうすれば、また明日からちゃんと替え玉を続けられるはずだと思った。










「気づいたんです。ずっとあなたが、イルセとふたりで王女を務めていたことを」

　息を吐ききるようにして言ってしまえば、アマンダは「なんだそんなことか」とでも言いたげな顔で笑った。

「やっと気づいたのか、カイ。遅かったな。名前はイルセが白状したのか？」

「遅かったな、ではございません！　初めから言ってくだされば、もっと違う対処もできたのに……イルセは俺が替え玉に気づいたとは知りません」

「なぜ本人に言わない？」

「俺は殿下にもっとも近い者のひとりだと自負しております。恐れながら、それなりに信頼を得てもいるつもりです。その俺にもずっと隠しておられたからには、相応の理由があるのでしょう」

　そう言うと、それまでは豪胆さのにじむ笑みを浮かべていたアマンダが、すっと緊張を帯びた表情に改めた。

「カイザルト。どうやって替え玉に気づいた」

　愛称ではなく本名で呼ばれる。真剣な問いだと気づき、カイザルトは背筋を伸ばした。

「……眠っていた彼女に、指輪を嵌めました」

　王女が姿を変えるところを、この目で見た。そう伝えるとアマンダがのけぞった。

「破廉恥なやつだな……！」

　そう言われては返す言葉もない。

「はっ……それについては心よりお詫びいたします」

「……まあいい。おまえは、そのときどう思った？」

「はい？」

　唐突な質問に眉をひそめると、アマンダが再度おなじ質問をくり返した。

「おまえがどう思ったか、言え。嘘は許さん」

　アマンダの気迫に気圧され、カイザルトはけげんに思いつつ記憶をたぐり寄せる。

「なぜここにイルセがいて、殿下はどこに行かれたのかと疑問を抱きました」

「ほかには？」

「イルセが俺の……俺の手の届くところにいてくれてよかった、また会えた、と」

「ほかには？」

　アマンダの声が苛立つ。いぶかしく思いつつ、カイザルトはいよいよ心の奥に仕舞っていた感情を取りだした。

「好いた女性が……殿下ではなくイルセでよかった、と」

「……それだけか」

「はい？　それだけです。殿下は俺の最大の秘密を知ってしまわれました」

　アマンダが拍子抜けしたように息を吐き、ふっと笑み崩れた。

「おまえには、イルセの異能は二の次なのだな」

「ああ……そういえば」

　緊張した気配がやわらいだ。

「イルセは他者を幻惑する珍しい異能持ちだ。イルセがひとに見せられるのは、わたくしの姿に限らない。他者の思うとおりの姿を見せられる、危険な能力だ」

　イルセがかつて暴行を働かれたときのことが頭をよぎり、カイザルトは唐突に悟った。あのとき彼女は人違いをされたと言ったが、おそらく単なる人違いではなかったのだ。

　周囲を幻惑する能力。たしかに周囲にとっても、彼女にとっても危険だろう。

「秘密を知るのは最小限の人間であるべきだったのだ。おまえにも言えなかった」

　たとえば親しい人間を装って敵に近づき、機密情報を盗む。敵を攪かく乱らんする。相手が心を許した者の姿で近づけば、暗殺も可能だ。人違いで憎しみをぶつけられることもあれば、逆に悪意を持った人間に利用される恐れもある。イルセが持つ能力とはそういうものだった。

「しかし、イルセはイルセで……優しい娘です」

　酒場で彼女といるだけで安らいだ。あのころはまだ、こんなにも彼女がほしくなるとは思いもしなかったが、彼女だけはずっと特別だった。

「おまえがそう言える男で安心した。見直したぞ。優しくて健気な娘だろう」

　試されていたのだ。そのことにカイザルトは遅まきながら気づいた。

「彼女はなぜ替え玉を？」

　酒場の経営が危ういのかとも思ったが、酒場は繁盛して主人らも健康そうで、金のためではなさそうだった。アマンダが健気と言うからには、脅されて始めたのでもないだろう。

「替え玉はイルセからの申し出だ。……おまえが無事にわたくしを守れるようにするためだった。万が一のことがあっても、命を落とすのが替え玉自分なら、おまえはわたくしを守り抜いたことになると……あれはそう考えたのだ」

「俺の……ため？」

　予想外の答えに、言葉が喉につまって出てこなくなった。

　そのとき、天啓のようにある考えが頭を走った。

『おまえが、わたくしを守れ』

　春陽祭の夜の酒場でそう言ったのは、アマンダではなくイルセだったのではないか。

『騎士様に、王女様を会わせてあげます』

　懸命に記憶を巻き戻す。イルセはあのとき指輪をしていた。いつか見覚えがあると思ったが、出会いのときから目にしていたのだ。今になって思い出した。

　その後、外に出たとき、カイザルトが見たアマンダは――。

『カイザルト、だな？』

　その手に指輪はなかった。思えばあのときアマンダは不自然に粗末な服を着ていた。なぜ今まで、疑問に思わなかったのか。

　最初から、カイザルトにふたたび前を向かせてくれたのはイルセだった。

　気づいたとたん、制御できないほど愛しさがあふれた。呼吸が苦しくて喘ぎそうになる。もうこれ以上は、堪えきれない予感さえした。

「しかし、彼女はなぜそこまで……」

「ルークでも気づいたのに、おまえはまったく鈍い。こんな男、やめておけばいいのに」

「は、それはどういう意味……」

「おまえの頭は七日経ったパンのようだな。せいぜいふやかして考えろ。とにかく……替え玉がバレたことはわたくしも言わないでおこう。イルセには最後まで務め上げた褒美をやりたいからな」

「最後？」

「あれはわたくしの輿入れと同時に、城を下がって家に戻るつもりだ」

　アマンダが腰に手を当てる。

「おまえの望みは聞き入れた。わたくしの輿入れが終わったら、命を返してやる。好きに使え。で、使い道はわたくしの想像どおりだろうな？」

「はい、彼女を追いかけて手に入れます。彼女と野菜を作って、子どもを十人は作る計画があるので」

「は？　なんだそれは」

　間の抜けた顔をしたアマンダに笑って立ちあがり、カイザルトは胸に手を当ててこうべを垂れる。ほんとうは、今すぐ駆け出したいくらいの気分だった。

















四章　別れの日












　アマンダの輿入れの日は、空気までがきりりと一いっ掃そうされたかのような晴天だった。

　国王との別れの挨拶を追えたアマンダが扉の向こうから現れると、カイザルトは腰を深く折った。

「ご成婚おめでとうございます。行きましょう」

「おまえはこの純白のドレス姿をひと言褒めるくらいのことはせんのか。イルセが先触れに出たからといって、気が逸りすぎではないか」

　イルセは先触れとしてアマンダが立ち寄る領地に歓迎の用意をうながしたのち、エンゲルフト入国後に一度だけアマンダと入れ替わることになっている。

　王都に入れば、ランヴァルド本人が軍を引き連れて迎えにくる。そこでふたたびアマンダとイルセは入れ替わり、イルセは替え玉の役目を終える。

　イルセはアマンダが無事ランヴァルドに迎え入れられたのち、リッセンに引き返すらしい。カイザルトもその後、結婚式が終われば専属護衛騎士の座を退く。それからイルセの元へ求婚にいくつもりである。

「その様子なら、身分の壁についても考えはあるのだろうな？」

「手はいくらでもあるでしょう。それよりまず彼女の気持ちが先です」

「イルセは一見ふわっと笑っているだけだが、ああ見えて頑固だ。おまえの利にならないことには、うなずかんぞ」

　思わず眉が下がると、アマンダが豪快に笑った。

「どうする、今ここで護衛騎士を辞めるか？　わたくしの護衛が終わるまでは口説かないつもりだろう、堅物め」

「今日の職務を放棄すれば妹に顔向けできません。それに、替え玉に気づいていないふりを貫く以上、彼女が務め上げるまでは待ちます。ほんとうはすぐにでも正体を暴いて、俺だけのものにしたいのですが……」

　街を散策したときは危なかった。酒も入れば気分はすっかりイルセと過ごしているかのようで、気がついたときには可憐な唇に口づけそうになっていた。思い留まったのは、彼女の手が目に入ったからだ。

　指輪のない手。それを見たら、われに返った。指輪のない状態を、彼女は心許なく感じているだろう。そんなときに、衝動のまま口づけてはいけないと思った。……などと言おうものなら、また堅物と言われるのかもしれないが。

「おまえたちは似た者同士だな。ふたりして、わたくしの婚姻が終わるまではと言う。厄介払いをされている気分になるぞ」

　アマンダが笑い、金糸で絢爛な刺繍をほどこした純白のドレスをさばいて玄関に向かう。

　今日は玄関の外にまで深紅の絨毯が敷かれ、両脇には城の者が勢揃いで今か今かと王女の出立を待っていた。

　馬車に乗りこむアマンダを見届け、カイザルトも愛馬に跨またがる。いよいよ、イルセが立場をその小さな背から下ろすまで、あと十日ほど。

　カイザルトは今も、替え玉の――幻の向こうに、ほんとうの彼女だけを求めている。






　　　　　＊






　エンゲルフトとの国境を越える目前で、イルセとアマンダは入れ替わった。

　これが最後の務めである。イルセはアマンダとおなじ花嫁衣装を着て、飾り立てられた馬車に乗りこんだ。もちろん、指輪は外してある。

　ところが出発していくらもいかないうちに、馬車が止まった。外から窓を叩く音に顔を出せば、カイザルトが馬から下りるのが目に入った。

「殿下、俺も同乗させてください」

「カイっ？　どうして。馬はどうするの？　それにメリエルは」

　カイザルトはアマンダの道中、騎乗にて護衛を行う予定ではなかったか。旅の世話は、メリエルが同乗して行うことになっていたはずだ。

　しかしカイザルトはあっというまに馬車に乗りこむと、イルセの向かいに腰掛ける。馬車は豪華な造りで中も広かったが、狭くなったように感じた。心なしか、中の温度もじわりと上がった気がする。

「俺が同乗するのは嫌ですか？」

　むっとされ、「そうではないが……」と口ごもる。御者はなにごともなかったかのように、馬車を走らせた。

　ふたりきりだった。

　カイザルトは護衛を辞める前にアマンダと共に過ごすことを望んだのだろう。そう思うと、むしろアマンダでないのが申し訳ない。言葉を探しあぐねていると、カイザルトの靴の先がつま先に当たった。

　慌てて足を引く。ところが、ほどなくしてまたカイザルトの靴の先が当たった。

　けげんに思いつつ、また足を引く。カイザルトは足が長いが、王家の馬車で足が当たるほどだったかと首をひねった矢先、またつま先にカイザルトの足が当たる。

　花嫁衣装の下でわずかだけ足首をすくい上げられ、心臓が跳ねた。

「――ひとつ、ずっと気になっていることがあります」

　うろたえてカイザルトを凝視するも、返ってきたのはいたって平静な声だ。足が当たったことに気づいていないのか。

「その答えを知らないままではエンゲルフトに行けないと思いまして」

　靴の先がカイザルトの足首に引っかかり、足がさらに浮く。

「な……んなの」

　尋ね返すも、足元が気になってしかたがない。

「昔、ある娘にマカラシェを贈ったのですが」

　いったいなんの話だろう。考えるあいだにカイザルトの足が動き、左足のハイヒールが脱げた。

　あっ、と声に出さず呻く。さいわい脱げたのには気づかれていないらしく、イルセはドレスの裾に隠れて転げた靴をこっそり足先で探す。カイザルトの話を聞かなければいけないのに、気もそぞろになる。

「そのマカラシェを彼女が食べたのか、気になってしかたがない。俺の贈ったマカラシェを、彼女は食べたと思いますか？」

「そんなの……わからない」

「その娘はマカラシェを受け取ったかどうかも告げず、別れの挨拶もせずに俺の前からいなくなりました。とんでもない娘でした。酒場の主人に言付けずに、話をすればよかったと後悔しました」

　イルセは悲鳴を飲みこんだ。酒場の主人、言付け、しなかった別れの挨拶。

（娘ってもしかして、私……？）

　人違いで怪我を負い、店に立てなくなった夜。あとから叔父に渡されたのは、マカラシェだった。あのときは動揺が尾を引いて送り主が誰か尋ねそびれたが、あれはカイザルトだったのだろうか。

　あの日からしばらくして、イルセは別の客の話から、アマンダが結婚を控えて数々の危害を加えられていると小耳に挟んだ。王女の身も心配だったが、それよりもまず思い出したのは、カイザルトがいつか見せた生気のない目だった。

　二度とその目をさせたくなくて、矢も盾もたまらずに城に行った。それからはあれよあれよというまに替え玉の任務が始まり、イルセとしてカイザルトと話す機会もなかったのである。

『後悔は二度もすれば、じゅうぶんです』

　いつかの言葉がふいに頭に浮かぶ。ひとつは、妹の死に目に会えない内の別れ。でも、もしも別れの挨拶もなしでイルセと別れたことも、後悔だと言ったのなら。

（私がカイザルト様を想う気持ちとは違っても……嬉しい）

　申し訳ないという気持ちが湧く一方、胸がむず痒くなった。特大のご褒美を最後にもらった気分がする。

「あの、やっぱり……その娘は食べたと思う。きっとそのマカラシェを忘れてないし、お礼も言いたかったはず」

「……そうですか」

　カイザルトが身を屈める。どうぞ、と涼しい顔で差しだされたのは脱げた靴だった。鼓動がまたたくまに走りだす。

「もしこれであなたが遠くに行けなくなるのなら、このまま靴は返さないでおくのに」

「えっ……」

　なんだかカイザルトの雰囲気がこれまでと違う。切なそうでいて、獲物を追いつめようとする獣とでもいうような目元だった。片方の靴がないだけで心細くなる。まるでほんとうにどこにも行けなくなったかのように。

　カイザルトはイルセの足をそっと持ち上げ、ひどくゆっくりと靴を穿かせる。その手が離れ足元が元どおりになると、思わず安堵でかすかな吐息が漏れた。

　そのとき王都に入る前の最後の立ち寄り場所に着いたらしく馬車が止まった。しかし、カイザルトは狭い床に片膝をついたままイルセを見あげてくる。

「礼など要らない。その代わり……」

　出迎えの歓声に紛れ、なんと言ったのか聞きとれない。よく聞こえるようにと頭を屈めるとまっすぐ見つめられた。

　その目は切実で、熱を帯びていた。

「必ず捕まえるから。俺のいないあいだに、どこかに行かないでくれ」

　歓声が途切れた隙を狙うようにはっきりと告げられた言葉に、心臓がぎゅっとつかまれた。










　これが最後の、入れ替わりである。

　夜もまだ明けない濃紺の闇の下で、イルセはアマンダに抱擁された。

「今までありがとうございました、アマンダ殿下。そしてご結婚おめでとうございます。どうぞ末永くお幸せに」

「わたくしこそ、おまえに出会えた幸運に感謝する。おまえは誰より聡明な、わたくしのいちばんの友人だ」

　これからのふたりには、厳然とした身分の隔たりがある。涙ぐみそうになったが、イルセは笑って指輪を嵌めた。

　先触れに使用していた馬車が、宿泊した領館の玄関ポーチに停まる。これでリッセンへ戻るのだ。

「だが、臆病者め。異能を打ち明けないまま逃げるのか」

　はっとして唇を噛む。カイザルトのことを指しているのは明らかだった。

「……身分も、違います」

　そうか、と鼻白んだアマンダの視線が痛い。

「ならば、カイにはエンゲルフトで特殊な任務に就いてもらう。過酷な任務ゆえ、命が明日あるかもわからない。精神を壊す者もいると聞く。心を病むのに身分は関係ない。誰かあれに寄り添う者がいればと思ったが、いなければしかたあるまい。わたくしの護衛ができないなら、カイには別の方法で命をかけてもらう」

「殿下……!?　そんな」

「なにがおかしい？　わたくしは王女だ。王女で、エンゲルフトの王弟の妃だ。国のためにわたくしが臣下をどうしようと、わたくしの勝手だ。おまえの知るところではない」

　イルセは呆然とするまもなく、今までになく険しい顔をしたアマンダに馬車へと押しこまれた。

「ではな、イルセ。息災で」

　乾いた車輪の音と共に、アマンダの姿が遠ざかる。心の内がざわりと嫌な想像に塗り潰されていく。その静めかたは、見つかりそうになかった。










「……どこから聞いていた、カイ」

　アマンダがふり返り、カイザルトは観念して物陰から顔を出した。

「『わたくしの護衛ができないなら、カイには別の方法で命をかけてもらう』からです。……俺はいったいなにをされるんです？」

　イルセを乗せた馬車はとうに姿かたちも見えない。

「立ち聞きするなら、もっと前から聞け。わたくしの一世一代の名演技を見逃すとは、専属護衛騎士の風上にもおけない」

「無茶苦茶です」

　顔をしかめると、ドレスを荒っぽくさばいてやってきたアマンダに睨まれた。

「そもそも、おまえがいけ好かない仕事中毒なのが諸悪の根源だ」

「それは八つ当たりでは……。それより、イルセの護衛が二名では少なすぎませんか？」

　馬車の前後を二騎の馬が守るのをカイザルトは目にしたが、心許ない。

「おまえよりは劣るが、選りすぐりの騎士をつけたぞ」

「それでも、です。最低でもあと六人はつけていただけませんか？　できれば二十でもほしい」

　おまえはばかなのか？　という、無言の蔑さげすみが返ってきた。

「カイ。今わたくしの為すべきは、この婚姻の成立だ。わたくしは国のために自分の身を守らなければならん。それに婚姻が成立しなければ、イルセが替え玉をしてわたくしを守った意志が無駄になる。おまえも、覚悟を決めてここに残ったはずだ」

「――失礼いたしました」

　アマンダの身が最優先なのも、そのために人員を割くべきであるのも、理解はしている。少なくとも輿入れが終わるまではアマンダを守ると決めてもいる。

　それでも胸が嫌な予感にざわめき、焦燥がつのる。後ろ髪を引かれながらアマンダの出発準備をととのえる。ところが、いざ出発というときになって、領主の敷地を一騎の馬が駆けこんできた。

「アマンダ殿下！　王太子殿下からの書状です！　急ぎおたしかめを！」

　馬上の騎士から渡された書状に目を通したアマンダの表情が、たちまち色を失った。カイザルトも素早く目を通す。

「これは……！」

　そこには一連のルークの「妨害工作」の解決後も、胸に引っかかっていた違和感の正体が書かれていた。お粗末な結末のわりに、長いあいだその尻尾すらつかめなかった理由は――。

「殿下、俺をただちに解雇してください！　今ならまだ間に合う！」

　カイザルトは返事も聞かず愛馬に飛び乗ると、イルセの去った方向へ全速力で駆けさせた。










　街道につめかけた観衆に手を振る必要がなくなったからか、イルセを乗せた馬車は往きの倍の速度で順調にエンゲルフトとリッセンの国境を越えようとしていた。

　両国の国境線は、馬車を縦に三台並べた程度の幅を持つ川に沿っている。川を挟む両側には聖地かと思うような絶景を誇る渓谷が広がり、特にリッセン側の渓谷は古くから神の御座所とまで言われてきた場所でもある。

　水の流れる音が耳に届き、イルセは窓越しに外を眺めた。ちょうど両国を繋ぐ白い木製の橋が視界に入るところだった。

　橋を渡りきれば、リッセンだ。

『過酷な任務ゆえ、命が明日あるかもわからない。精神を壊す者もいると聞く』

『わたくしが臣下をどうしようと、わたくしの勝手だ』

　イルセはぎゅっと両手を握り合わせる。アマンダの言葉が頭から離れなかった。

「カイザルト様……」

　前方には心の内と正反対の清らかな流れが迫っていたが、イルセは繰り返し後方をふり返る。しかし目に入るのは、カイザルトとおなじ騎士服に身を包んだ護衛が馬を駆けさせる姿だけだ。

「橋、渡りますよ。やっとリッセンですね。ありゃ、向こう岸に騎士団がいますよ。お迎えみたいですよ！　あんなに大勢」

　御者台ののぞき窓が開き、御者が興奮した声をあげる。しかしイルセは首をかしげた。

「迎えなんて……聞いていないわ」

　窓から身を乗り出せば、たしかに橋の向こう側でリッセンの騎士が待ち構えているのが見てとれた。役目を終えたイルセの迎えにしては大げさである。迎えを寄越される理由もない。

　しかし、自国の騎士が並ぶ光景を目にすれば、いよいよカイザルトと会えなくなるのだと実感する。イルセは無意識にうつむいた。

『臆病者め。異能を打ち明けないまま逃げるのか』

　図星だった。身分の差という、わかりやすい壁を引き合いに出して、臆病な自分をごまかした。替え玉をするために必死だったとはいえ、アマンダには異能を打ち明けられたのに、カイザルトにはとうとう言えなかった。

（カイザルト様にだけは、気味悪がられたくなかった）

　それにカイザルトは今もアマンダへの好意を捨ててはいない。イルセが気持ちを伝えたところで誰も幸せにならない。

　だからなにもかも、思い出にしようとした。

『辛いことがあれば、俺が話を聞くと言った』

『辛くなくても話を聞く』

　強い目を思い返す。彼らしく鋭くて、でもかけられた言葉はどれも優しさと労りに満ちていた。このまま戻ったらカイザルトの生死さえ知らずに生きていかなくてはいけなくなる。

（ただ無事を祈る以外になにもできないなんて、嫌）

　イルセはいつもそのときの自分にできる限りのことをして、ここまできた娘であった。替え玉も、できることをしようという思いから申し出たことだ。それなのに、いつのまにか本来の自分を見失っていたのではないか。

　イルセはうつむいていた顔をぐいと上げ、深く息を吸いこんだ。

「――停めて！」

「どうしました？　リッセンまであと少しですよ！」

「停めて!!」

　イルセのただならぬ声に驚いたのか、馬車が橋の手前で急停止する。心臓が早鐘を打った。馬車を停めたはいいが、今になって自分の行動にうろたえる。

　けれど、もう決心が鈍ることはなかった。やる前から逃げるのは、やめだ。

「どうしましたか？」

　動かない馬車を心配してか、護衛のひとりが自身の馬を馬車に寄せる。イルセは窓越しに返事をした。

「エンゲルフトに戻ります」

「なにかお忘れになりましたか？」

「ええ、大事なことを忘れていました。今すぐ戻らせてください」

「それなら使者を立てましょう。あなたが行くまでもありませんよ」

「いいえ！　行かなくちゃいけないんです……！」

　押し問答になりかけたそのとき、護衛騎士が向こう岸に目をやって眉をひそめた。

「橋の向こうがざわついている。……様子を見てくれ」

　別の騎士がすぐさま橋へ向かう。ここから見るだけでは、橋の向こうにはなにも変わった点はない。けれど、なぜかざわっと背筋が震えた。

　馬のいななきが耳をつんざいたのはそのときだった。

「なんだ!?」

　馬車の周りがにわかに騒然とする。馬が怯えていななき、騎乗した騎士たちがなだめにかかる。怯えは馬車を引く馬にも伝染し、馬車が大きく揺れた。さらに、ゴトン、という重く鈍い音が足元から身体を貫く。

「なにっ……？」

　車内がぐらりと傾く。車輪が外れたのだと気づくなり、イルセはたまらず馬車の扉を開けた。

　その瞬間。イルセは、伸びてきた手によって担ぎあげられた。

















五章　今もあなたを求めている












　イルセは担ぎあげられたまま馬車から降ろされた。イルセを呼ぶ声がいくつも追いかけてくるが、担ぎあげた男のほうが圧倒的に速かった。

　イルセは馬の背に抱きつくようにして、横向けに乗せられた。男もそのうしろから馬に跨がると、すぐさま馬が全速力で駆けだす。馬から落ちないように腰に手を回されているものの、激しい揺れのせいで顔が上げられない。

「離して……！　降ろして！　馬を止めて！」

　舌を噛みそうになりながら声を張りあげるが返事はない。そうこうするうちにも土つち埃ぼこりが上がり、目を開けていられなくなる。橋が、リッセンが遠ざかる。

「助けて！　助け……っ！　嫌……行かなきゃいけないのに！」

　イルセは後方から追いかけてくる気配に向けてあらん限りの声で叫んだ。土埃が喉に入り、激しく咳きこむ。それでもやめなかった。

「会いたいひとがいるんです……！　お願い、降ろして！　お金なら少ないけどぜんぶあげますから……！」

　景色が土埃の舞う道から低木や下草の生い茂る道なき道へと変わる。整備された道を逸れ、渓谷に入ったのだ。イルセを攫さらった馬は恐ろしく速く、しがみついて落ちないようにするので精一杯だった。顔を上げられない。

　追ってくる味方の気配が完全に消えると、難を逃れたと思ったのか、馬の速度もわずかに落ちる。イルセは今しかないと両手をついて頭をはね上げた。

「降ろし――……!?」

　ところが、叫びは最後まで言葉にならなかった。

「誰に会いたいんだ？」

　吸いこまれそうに深い黒の瞳とぶつかる。息をするのを忘れた。

「っ……!?」

　これは幻覚だろうか。幻惑されているのだろうか。自分の目が信じられない。

（カイザルト様……!?）

　ところが、なにか言わなければと口を開く前に、耳が別の蹄の音を拾った。

「くそっ」

　カイザルトがイルセを抱え直して自身の前に座らせる。伸びてきた手に問答無用で指輪を抜きとられるのと、カイザルトが鋭い声を放つのは同時だった。

「ルーク殿下！　まさか、ここまでアマンダ殿下を追ってこられるとは、無謀にもほどがあります！」

　イルセはぎょっとして辺りを見回しかけたが、カイザルトはイルセを見ていた。

（っ、どうしてルーク殿下？）

　混乱するイルセをよそに、カイザルトは声を張りあげる。

「しかも、女装なさってまで忍んでこられるとは……！　ご覧ください、同僚が別の者と間違えて連れ帰ろうとしたではありませんか。最初から、結婚式に参加したいとおっしゃってくだされば、このように強引なことをせずとも済みましたのに」

　呆然とするイルセに意味ありげな視線を寄越すと、カイザルトはうしろをふり返る。その肩越しに見やれば、追いかけてきた護衛が戸惑った様子でその場に立ち尽くしていた。

「さきほどお前たちが連れていったのは、先触れの娘ではなく王太子殿下だと知らせがあった。王太子殿下には結婚式に参列していただくことで話がついている。殿下はこちらでお連れするので、帰っていいぞ」

「いや、しかし」

　護衛のひとりがなにか言いかけるのを、カイザルトが遮って続ける。

「ルーク殿下、よろしいですね？　陛下からもそのようにうかがっております」

　カイザルトの口調は丁重だったが、有無を言わせないものがあった。なにがなんだかわからないものの、カイザルトの無言の訴えに従わなければいけないと本能が告げる。イルセもうろたえつつ口を開いた。

「あ、ああ……姉上が行ってしまうなんて嫌だったんだ。でも、せめて最後にきちんとお祝いをして差しあげたくて……ごめん、カイザルト」

　心臓がばくばくと鳴る。一方、それまで戸惑っていた騎士たちは緊張を解いた。

「そういうことなら了解した。僕らはついさっき、先触れの娘を確保するよう陛下に命じられたところでね。ルーク殿下の件はカイザルトに任せる」

「ああ。殿下は責任を持って王城までお送りする」

　ついさきほどまでイルセを護衛していた騎士たちは、その返答に満足したのか足早に去っていく。

「さて」

　カイザルトがイルセに向き直った。担がれたときよりもよほど、心臓の音が大きく鳴り響く。どこまでも澄んで迷いのない目に、捉えられた。

「残念ながら王子とはいかないが、あなたを攫いに来た。イルセ」

「えっ？」

　なぜここにいるのか、なぜイルセの名を呼ぶのか。なぜ指輪を抜きとったのか。尋ねたいのにどれも喉元から出てこない。

（それに、攫うって……？）

「俺も、ひとつ訊いていいか？　誰に会いたいんだ？　場合によってはそいつからも攫わないといけなくなる」

　カイザルトが眉を寄せるのを見たら、ふっと硬直が解けた。イルセはほとんど泣く寸前の顔で、目の前の男の名前を口にした。
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「さすがにこの展開までは予想しなかった。ひと部屋か……」

　カイザルトがリッセンの王女の部屋にも劣らない豪華な部屋を見回し、渋面でこめかみを揉んだ。窓の外はすっかり日が暮れて、半分だけの月が冴え冴えとした光を放っている。

「ここが、ランヴァルド殿下の所領のお屋敷なのですか。立派ですね……」

「ああ。しばらく殿下に匿かくまってもらう、ということらしい」

　カイザルトに連れられ、アマンダと別れた領館に戻ると彼女からの言伝があった。そこに記されていたのがこの場所だったのである。

　イルセたちは到着するなり、あれよあれよというまに食事を供され、湯浴みをさせられ、アマンダが着るものと同様に繊細でうつくしい夜着を着せられたのだった。

「詳しい話は明日にして、今夜は寝ようか。疲れただろう」

　訊きたいことは山ほどあるはずなのに、カイザルトの言うとおり頭が回らない。イルセは困惑しつつ、部屋を見回した。

　部屋はスカイブルーと白、そして金の装飾で統一され、派手ではなく居心地がよさそうに見えた。部屋の中央にはおなじスカイブルーに金糸の刺繍をあしらった三人掛けのソファ。その前には真っ白なローテーブル、向こうにはひとり掛けのソファが三台。

　そして左手には、大人が優に五人は並んで眠れる広さの華やかな天蓋つきの寝台。

「寝ると言っても……では、私はソファを使いますね。カイザルト様は寝台をどうぞ」

「却下だ。それから、俺はあなたにこれまでどおり、カイと呼ばれたい。ああ、そうだ。これを」

　カイザルトがポケットから取りだしたものを見て、イルセはぎくりとしてあとずさった。しかしカイザルトはかまわず間合いをつめてくる。

　長い指に左手首をつかまれ、イルセはとっさに手を引いた。

「待ってください！　あの、私……」

　決心したはずが、いざ指輪を目の前にすると声が震えて続けられない。

「私……」

　さきほどの誘拐劇を思い返す限り、カイザルトはイルセの異能を知ったのだろう。それならあの行動も腑に落ちる。でも、なんと思われただろう。声だけではなく握りしめた手も震える。

「私は……っ」

　言いよどむと、さらに間合いをつめてきたカイザルトの腕に囲われた。

（どうして、抱きしめ……っ？）

　驚きで肩が跳ねる。しかしカイザルトの匂いに包まれれば、胸が勝手に甘く鳴った。

「言うまで離さない」

　名前を呼ぶまでという意味かと思ったが、カイザルトを見ればそれだけではないのだと気づかされた。もっと大事なことを話せと、言われているのだ。逃げ場がなくなってしまったのに、大丈夫だと言われたようだった。

　人違いで怪我を負ったときも抱きしめられたと思い出す。あのときも今とおなじ匂いがして、ひどく安心したのだった。カイザルトといるといつも、張りつめていた気分が緩んでしまう。

　子守歌のような鼓動が聞こえるうち、とうとう素直な気持ちがこぼれ落ちた。

「今の私が……カイザルト様にどう映っているかと思うと、怖いです」

「あなたの心配することにはならない。俺が見ているのはイルセだろう？　大事なのはそれだけだ」

　抱きしめる力が強まった。

「気味が悪くても？」

「あり得ない」

「嫌いになっても？」

「なるわけがない。あなたはあなただ」

　イルセは深く息を吸いこんだ。

（私は、私）

　カイザルトの目を見る。揺らがない強さを前に、イルセも意を決した。

「……申し訳ありません。カイザルト様が……好きです」

　しかし言ったとたん、しまったと思った。カイザルトの目が険しくなったのである。でももう止まれない。

「私にはひととは違う、ある力があります。その力を使ってアマンダ殿下の替え玉をしていました。それで……王女でもないのに……異能持ちなのに、カイザルト様を好きになって……すみません……好きです……」

　気丈に振る舞おうとするそばからカイザルトの眉間に皺が寄っていくのを見てしまい、イルセはたまらずうつむいた。けれど、正直に言うしかなかった。

「カイザルト様が殿下を好いておられるのは知っています。だからどうにかしたいわけじゃないんです。でも……カイザルト様がもし危険な目に遭われても、なにもできないのも、知らないのも嫌で……おそばでなくても、近くにいればなにかできるかも、と……」

　重いため息が落ちてきて、言葉が尻すぼみになった。

「言いました。離してください……」

　しかし、その訴えは聞き届けられなかった。代わりに返ってきたのは咎とがめる声だった。

「なんで言うんだ」

「なんでって……カイザルト様が『言って』とおっしゃったじゃありませんか」

「そうじゃない。なんで俺より先に言うんだ」

　え？　とイルセはぽかんとした。カイザルトがむっと口を歪めるが、なにが癪に障ったのか見当もつかない。むっとした顔を見るのは初めてだと場違いな感想が浮かぶだけで。

「あの？　カイザルト様？」

「『カイザルト様』じゃない。『カイ』だ」

　なんだかますます剣呑な雰囲気になっていく。イルセはおろおろと呼びかけた。

「カイ……？　私、なにか間違えましたか？」

「すべてだ。俺が殿下を好いているのも、だから謝るのも、異能持ちをすまないと思うのも、なにもかも間違いでしかない。極めつけは、俺より先に『好き』と言ったことだ」

　イルセは目をしばたたかせてカイザルトを見あげた。

　ぶすりとした表情が、なぜかさっきまでと違ったように見えるのは気のせいだろうか。

「その言葉だけは、俺が先に言うつもりだったのに」

「えっ……」

　思いもよらなかった予感が頭をかすめて、鼓動がにわかに高鳴る。

　カイザルトの手が、熱くなった頬を包んだ。

「イルセ。あなたが好きだ」

　またたきをするより早く、顎をすくい上げられた。

　視界が翳ったときにはもう、唇を重ねられていた。一度、二度……角度を変えては押しつけられる。頭が痺れる。

　そのうち、左手に指輪が嵌まる感触に気づいた。どきりとしたけれど、カイザルトの表情はやわらかかった。

「イルセ、イルセ……俺もあなたが好きだ。ずっと忘れられなかった。あなたが好きだ、あなたの名前を呼びたかった……」

　驚きで声が出ない。

　ただ、胸だけがきゅうっと鳴った。

「もっと触れさせて。あなたが好きだ。好きだ……」

　濡れた音を立てて唇が合わさる。さっきよりずっと深い口づけだった。身体が甘く火照り、うわごとのように繰り返される「好きだ」に全身が痺れて動けない。

　口づけを止められないまま抱きあげられ、寝台に横たえられる。

　カイザルトが覆い被さってくる。今になって夜着一枚の姿だったのに思い至り、イルセは小さな悲鳴と共に両手で顔を覆った。

「キスができないから手をどけて」

「ぅっ……！」

　そろそろと手をどければ、カイザルトが笑っていた。

　愛しいと言わんばかりの笑みだった。目を白黒させると、ちゅ、と優しい音を立ててふたたびキスされる。

「カイザルト様のお顔、なんだかとても甘いです……っ」

「『カイ』だ、イルセ。あなたにやっと触れられるんだ、甘くもなる……」

　もう一度、呼びかたをたしなめられたら、喜びが波のように胸の内を広がった。カイと呼んでもいいのか。

「カイ……私も、あなたが好きです……。っん」

　ふたたび唇の熱がまざり合う。熱をまぜて、ひとつに溶け合わせるようなキスをされる。

　胸がいっぱいで苦しい。優しく触れられるだけで胸が苦しくなることがあるなんて、初めて知った。

「そんな赤い顔をして。可愛いな……やっと、捕まえた」

　腰のなだらかな曲線をゆっくりと撫でられ、夜着をたくし上げられる。確実に暴かれていくのに、その手はどこまでも愛しさに満ちている。

　現れた乳房にカイザルトの指が沈む。やわやわと揉まれながら、先端をじゅうと吸い上げられた。

「あっ、カイ、あっ……待っ」

「待てない。今夜は声を我慢しないで。なにもかも俺に聞かせて。ぜんぶ聞きたい」

「今夜は、って……」

「媚薬を飲んだのも、イルセだろう」

「うそ、どうして……？」

　おろおろと目を泳がせると、カイザルトが苦笑した。

「それくらい、わかる。触れたのがあなたでよかった。……いや、思えばあなただから惹きつけられたのかもしれない」

　甘く肌を責め立てられて、身体の奥が潤んでいく。

「んっ、はあっ、カイっ……あのとき、カイだったから……カイに触れられていると思ったら、おかしいくらい……気持ちよくて……っ」

「ほらまた……！　そんな可愛いことを言わないでくれ。そうでなくても、あなたは元々感じやすいみたいだから……もう俺も止まれなくなる」

　カイザルトの濡れた目が、欲情していることを伝える。唇の離れたあとには、小さな赤い花弁が白い肌に散っていた。

　ドロワーズを抜きとられる。花芯を探り当てられたときには、すでにそこは濡れそぼち疼きにまかせてひくついていた。

「あっ、ああっ！　ん、あ……！」

　花芯を親指の腹でこねられ、イルセは蜜を零して悲鳴じみた嬌声をあげた。頭がくらくらしてくる。さらには足のあいだにカイザルトが顔を埋め、秘裂に舌を這わせた。ぬち、と濡れた音が弾ける。腰がびくびくと跳ねた。

「や、そこ、汚いですっ、カイっ……！」
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「可愛いな……。ここもマカラシェより甘い」

「やぁっ……」

　カイザルトのまなざしも、声もとびきり愛おしそうで。

（恋人の演技のときも、甘かったけれど。……あれ？　もしかしてあのときにはもう、私を見てくださっていた……？）

　では、エンゲルフトに向かう馬車で言われたあの言葉も……そうだろうか。

『必ず捕まえるから。俺のいないあいだに、どこかに行かないでくれ』

　だしぬけに、心臓が破裂しそうに脈打った。

「なにを考えているんだ？」

「あ……カイが好きで、苦しくて……」

　切れ切れに言うと、カイザルトがぎゅっと眉を寄せた。

「あなたは……ッ」

　指を二本同時に中に挿し入れられ、あられもない声が口をついた。花芯をいじられ、裏側を中から引っかかれ、今までにない快感が迫り上がる。

「カイっ、カイっ、やっ、だめ、だめです……！　ひあっ……！」

　ぞくぞくぞくッ、と愉悦が駆け上ると同時に、ぷしゅっとかすかな音がした。太ももの痙攣が止まらない。

「はあっ……苦しいのは俺のほうだ。この程度ではぜんぜん足りない、もっとしたくなる……あなたが可愛い」

「カイ、どうして……これまでとぜんぜん違います……！」

　可愛いと言われる分だけ胸の内が幸福の色に染まって、はち切れそうに膨らんでいく。

「俺もこんな俺は知らなかった」

　カイザルトが低くつぶやき、ガウンを脱ぎ捨てる。均整のとれた身体の色っぽさに背中がぞくりとした。足を開かされ、蜜口に男根が押し当てられる。

　甘く、切なくささやかれた。

「あなたの丸ごと、俺だけに明け渡してほしい」

「でも」

　というためらいは、覆い被さってきた唇に飲みこまれた。

「往生際が悪いな、イルセ。攫いにきたと言っただろう？　あなたの拒否は聞かない。それに手は考えてあるから心配いらない」

　カイザルトは知っているのだと、唐突に気づいた。

　イルセが、異能が引き起こす影響や、身分の差に対する不安を抱えていることに。

　そしてそれらも含めて、丸ごとと言われたのだと。

「覚悟、決めたか？」

「……はい。もう戻りません」

　カイザルトが誰を想っていても、ただ彼のためにできることをしたいと決めて引き返したのだ。イルセには、もう怖いものなんてなかった。

　胸が甘く締めつけられると同時に、奥がきゅんと疼く。その変化を逃さず、カイザルトが目の色を切なくも艶っぽいものにして、ひと息に楔を挿した。

「っあ！　ふっ、ああっ……！」

　隘路が押し開かれ、カイザルトの熱が進んでくる。痛みは、拍子抜けするほどすぐに快感に変わった。

　この熱も、かすかな痛みさえも愛しくてたまらない。

「イルセ、そんなに締めつけないでくれ……！」

　は、とカイザルトがつめていた息を切なげに吐く。

　すきまなく繋がって、ひとつになる。

　愛おしさがあふれて抱えきれなくなったそのとき、イルセは唐突に果てに飛ばされた。

「っ、あぁ――……！」

　それでもカイザルトの動きは止まない。達している最中にもかかわらず、新たな快感を注がれ、気が変になりそうになる。痙攣が止まらない。

　カイザルトのこめかみから、汗がぽたりとイルセの胸に落ちる。

「はあっ、あっ、カイっ……」

「イルセ……ッ」

　深く抱きしめられ、イルセも汗ばんで熱い肌にしがみついた。

「もう二度と、俺から離れさせてやらない」

「あっ、カイっ、あ、あ、はいっ……好き、好きです」

　そのとたんカイザルトの顔から、いっさいの余裕が消え失せたのがわかった。

　残ったのは、絡めとられそうな執着。

　カイザルトがさらに激しく突きあげる。まるでそうすれば、いつまでも捕まえていられるとでも言わんばかりに。

「あっ、カイ、カイっ、ああっ――……！」

　長く尾を引く絶頂から力が抜けた瞬間、熱い身体を受け止める。

　この世に、胸が苦しくなるほどの幸せがあるのだと、イルセはこのとき初めて知った。
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「そういうことだったんですか……」

　後ろから抱きしめられてどきどきしながらも、イルセは深いため息をついた。わずかに開いた天幕の向こうは明るく、すでに太陽が高く昇っていることがうかがえる。起きなきゃいけないと思いつつも、カイザルトの話が衝撃的で、身動きできなかった。

（それだけじゃないけど……カイが身じろぎも許してくれないから）

　朝、目が覚めたイルセに、カイザルトは事の顛末を聞くか？　と尋ねてきたのである。てっきり朝食をとりながら話をするのだろうと思ってうなずいたら、逆だった。イルセは昨夜の余韻の残る肌を、カイザルトの熱い唇と腕にふたたび任せるはめになったのである。

　すっかりくたくたになったあと、ようやく聞かされたのは、アマンダの結婚に対する妨害工作が、すべてルークのしわざだったこと。そしてアマンダの父親――リッセン国王が、妨害工作に気づきながらもそれを隠れ蓑みのにして、イルセの能力を手に入れようとしていたという事実だった。国王の駒として使うために。

「陛下の狙いは、あなただった。違和感はあった……妨害工作そのものは稚拙だったのに、なぜこうも解決に手間取ったのかと」

　その理由はアマンダの元にきたルークからの書状で判明する。リッセン国王そのひとが、捜査を攪かく乱らんしていたのである。

「国境線のリッセン側に、騎士が大勢あなたを待ち受けていたのを見ただろうか？　あれは、陛下直属の騎士だ。あなたが国境を越え、エンゲルフトの介入の恐れがなくなったら、ただちに身柄を確保しろと命じられていた」

「国境を越えたら……」

　では、あと少しでも決心するのが遅かったら、手遅れになっていたのだ。

　抱きしめる腕の力が強くなる。カイザルトの素肌はイルセよりあたたかい。安心しろ、と声にせず言われた気がした。

「ルーク殿下の悪戯に乗じて誘拐、隔離するか、あるいは殿下の罪をあなたになすりつけて捕らえるか。……推測の域を出ないが、陛下は食えない御方だから虎こ視し眈たん々たんと機をうかがっておられたのだと思う」

　しかし、ルークの罪が明らかになったために予定を変更する必要ができた。それで、イルセがアマンダから離れる機会――輿入れのあとを狙ったのである。

　ルークは、父親がアマンダの大切なひとを捕らえる計画を偶然耳にしたらしかった。ルーク自身は該当する人物に心当たりはないものの、具体的な幽閉計画まで立てられていると知り、急使をアマンダの元に向かわせた、とそういうことだった。

「だから、来てくださったのですか……？」

　カイザルトが首肯する。カイザルトは、ほかならぬリッセン国王からイルセを奪った。だから、しばらくはランヴァルドの屋敷に潜伏するのがよい、という流れだったのだ。

「殿下がご成婚なさるまでは、殿下の護衛騎士でいるつもりだった。あなたに会いにいくのはそれからと決めていた。だが、あなたが無理やり国の道具にされるかもしれないと思ったら、なにも考えられなくなった」

　イルセは身をよじってカイザルトのほうを向く。複雑な思いをうまく言葉にできず、切れ長の目を見つめると、額に優しい口づけが落ちた。

「したくてしたんだ」

「でも」

「むしろ、さっさとこうすればよかった。殿下を守ることにこだわって、あなたを失うかもしれないところだった」

　今度は鼻の頭に、そして唇にも口づけが落ちる。甘い口づけはあっというまに深くなり、吐息が零れる。カイザルトがいつもの冷静な顔からは想像がつかないほどの笑みで、イルセを見ていた。

「潜伏といっても、心配はいらない。王女の替え玉の存在を公表できない以上、俺があなたを攫ったことも不問にするしかないだろう。潜伏するのは、一度あなたを『行方不明』にして陛下に手を引いていただくためだ。すぐには家族に会わせてやれなくて悪いが」

　罪に問われないとはいえ、国王にたてつくなんて恐れ多いことだった。まして、騎士という立場で、かつアマンダ王女を――ひいてはリッセンへの並々ならぬ忠誠心を胸に抱き続けてきたカイザルトにとって、その決断はどれだけ重いものだろう。イルセは、かぶりを振らずにはいられなかった。

「無事を知らせられたらとは思いますが、私はふたりが元気ならいいんです」

「いや、ふたり共あなたに会えて喜んでいた」

「えっ？」

　ふっと笑ったカイザルトが種明かしをする。お忍びで街に下りた日、カイザルトはあらかじめ叔父夫婦にイルセを連れていくと連絡していたのだった。その上で、知らない振りをしてやってくれとも頼んでいたのだ。

「ぜんぜん……知らなかった」

　まったくカイザルトには驚かされてばかりだと思う。ともあれ、叔父夫婦に累が及ぶこともないと知り、肩の力が抜けた。

「じゃあ……カイはいつ気づいたの？　私の……力のこと、アマンダ殿下に聞いたの？」

「これ？　知りたい？」

　左手がカイザルトの口元に持っていかれる。指輪の上から口づけを落とされた。いちばん大切なものに触れるような、繊細な触れかただった。

「知りたいです。だって、一度もカイの前で指輪をつけなかったのに」

「……教えない」

　ええっ、と思わず非難の声をあげる。

「ずるいです。カイは私になにがなんでも口を割らせようとしたじゃないですか」

「しかし、あなたにまで破廉恥だと思われるのは……」

「え？」

「なんでもない」

　とにかく、とカイザルトが語気を強めて話を切り上げた。

「どう？　王子どころかお尋ね者に攫われた気持ちは」

　笑いをこらえた顔でカイザルトが言う。教えてくれる気はないらしい。少なくとも、今は。けれど、笑みはどこまでもやわらかい。

　だから今はそれも悪くないと思った。これからもそばにいられるのなら、いつか教えてくれる日がくるかもしれない。

「……カイこそ、攫ったのが姫君じゃなかった気持ちはいかがですか？」

「最高だ。大っぴらに好きだと言える」

　唇を重ね合う。じゃれ合うような口づけはすぐに甘さを増してなかなか終わらない。

「私もこうしておそばにいられて……最高です。だから覚悟してくださいますか？　私もカイをもっと知りたいですから……あんまり秘密にされたら、たくさんお酒を飲ませるかもしれません」

「それは大歓迎だ。あなたと飲む酒も好きだから。ああ、好きなものはここにもあったな」

　カイザルトは、心の底から楽しそうに笑った。

















終章












　アマンダの結婚式は滞りなく行われた。

　純白の総レースで仕立てられたウェディングドレスを着たアマンダは、誰もが息をのむほど綺麗で、ランヴァルドもしばらく言葉を失ったという。

　政略結婚にありがちなぎこちなさはあったものの、堂々としたアマンダの風格は、美しい外見も相まってエンゲルフトの国民に歓迎されたらしい。

　らしい、とつけたのは、イルセたちはその目で見ていないからである。

　結婚式が終わり、さらに一週間が過ぎたころ、イルセたちは匿われている屋敷でアマンダと再会を果たした。

「久しいな、イルセ」

「ご成婚を心よりお祝い申し上げます、殿下。……またお会いできました」

「イルセもその様子ならカイと上手くいったようだな」

　アマンダが呆れ笑いをするのも無理はない。イルセはカイザルトに肩を抱かれていた。まるで片時も離さないというように。

「ひと部屋になさったのは、殿下の差し金でしょう。……感謝します」

　カイザルトがアマンダにそう言うと、アマンダはからかいの目をして笑ったあとで表情を引き締めた。

「父上の件は、見抜けず悪かった」

　応接間に揃って移動すると、アマンダはその場で頭を下げた。

「殿下、頭を上げてください……！　カイザルト様が機転を利かせて未然に防いでくださいましたから。それに、殿下のお言葉で目が覚めました」

「そうか、ではわたくしからの気持ちを受けとってくれ」

　首を傾げると、アマンダが破顔した。

「おまえは今日付でヴァルの養女にする」

　ぽかんとして、なにを言われたのかわからなかった。

「これでおまえも貴族だ。身分の差は解消されるぞ」

　まだ事態が飲みこめないでいるイルセに笑い、アマンダがソファに腰を落ち着ける。そこに、メリエルがまばゆいばかりの白のドレスを捧げ持ち居間に入ってきた。

「それからカイに、わたくしからの褒美だ。わたくしの婚姻が無事に成立したのは、これまでおまえがわたくしたちを守ってきたおかげだ。礼を言う」

　カイザルトにドレスが渡される。微細なパールがちりばめられたドレスは、光の加減で波打つように色を変える。胸元や袖のレースは繊細で、イルセの新雪のような肌を引き立てるものだった。

「さっそくイルセに着せてやれ。そしてこの場で誓え。私が証人を務めてやる」

　理解の追いつかないイルセと違い、カイザルトは驚いた様子もない。「手は考えてある」と言っていたのを、今さらながらに思い出した。

（カイが……殿下に働きかけてくれた？）

　今度は、混乱からではなく胸がいっぱいになったせいで、なにも言えなかった。そんなイルセの表情からすべて汲み取ったかのように、カイザルトがやわらかな笑みでドレスをイルセに差しだした。すぐに結婚式の準備が行われる。

「想像より……はるかに綺麗だ。似合ってる」

　着替えを終えたイルセを見つめるカイザルトが、かすかに息をついた。目元がほんのりと赤い。見惚れてくれたらしいと気づいたら、頬も耳もまたたくまに火照った。

　カイザルトもいつのまにか正装していた。騎士服ではなく、エンゲルフトの軍服である。ふと特殊な任務とアマンダが言っていたのを思い出して眉が曇った。

「カイの特殊な任務とは……どんな任務なのですか？」

「ああ、あれはおまえに発破をかけただけだ。カイは国王軍に所属してもらう。エンゲルフトでは薬の一件で調査に貢献した功績があるからな」

　ルークが手に入れた媚薬をイルセに盛ったのは、やはりランヴァルドのまたいとこだった。イルセに接触した彼の態度から不審なものを感じたカイザルトは、彼を捕らえるのに一役買ったらしい。さらには、そのまたいとこを始めとする反国王派にも切りこむことができたという。その功績により、カイザルトは国王軍元帥であるランヴァルドのふたつ下、中将の階級を得たのである。異例の人事だった。

　カイザルトが裏でそんな動きをしていたなど、思いもよらなかった。

「だから安心しろ、イルセ。カイの命はおまえのものだ。この男は、おまえを守るため以外には命を捨てん」

「私のためでも、命は捨ててほしくないです……！」

「いや、あなたの頼みでも、それは聞けない。あなたの命より大事なものなどないから。今後は多少口を出すことが増えるだろうが、それもあなたを守るためなので、聞き分けてほしい」

　割って入ったカイザルトに脅すような口ぶりで言われ、イルセはぎくりとして足首に視線を落とす。カイザルトもイルセの足首に目を落とした。

「まさか、また怪我でも……？」

「してません！　してませんったら！　それに『また』って……あれも私だと気づいておられたのですか!?」

「あのときはあなただとは思いもしなかったが、今はすべて、どちらだったか判別がついた。それより、足を見せて」

「カイっ！　ほんとうに、なにもないですからっ」

　ドレスをまくり上げようとしたカイザルトの手を慌てて押さえる。攻防はしばらく続いた。アマンダは唖然としていたが、やがて深々とため息をついた。

「イルセも苦労しそうだな」

「殿下、なにかおっしゃいましたか？」

「いいや、カイ。イルセは愛されているなと思っただけだ。……少々、重そうだが」

「こんなに愛らしいのに……愛さずにいるほうがどうかしているでしょう。これから俺の持てる力すべてで、ありとあらゆる幸せをイルセに与える予定です」

　満足げに笑ったカイザルトがようやく手を離す。イルセは胸を押さえて息をついた。

（これからは、うかつに怪我もできない……気をつけなくちゃ）

　そう思って――はっとした。愛、と聞こえただろうか。

「イルセ」

　打って変わってやわらかくなった声にふり返れば、カイザルトがその場に片膝をついて手を差し伸べた。

　胸がとくりと甘い鼓動を奏でる。

　その手に手を乗せれば、甘く蕩けるような表情がさらに嬉しそうに崩れた。

「出会ったときからずっと、あなたは俺の特別だった。……愛してる。これからもあなたを愛して守らせてくれ。あなたは一生、俺の『ただひとり』だから」

「私も……あなたはずっと特別で……だから……どうか愛させてください」

　立ちあがったカイザルトに腰を抱き寄せられる。誓いの言葉ごとイルセを閉じこめるように唇が重ねられた。

　二度、三度。愛しくてしかたない「ただひとり」だと全身で伝えられていく。

　身体を離しふたりで見つめ合う。もう一度、引き寄せ合うようにして唇が合わさったら、キスはますます深くなった。

「おい、証人を置いていちゃつくな」

　呆れたアマンダがとうとう部屋を出ていっても、誓いのキスは一向に終わらなかった。
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